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8長よ官編纂史 1..111 JUI つで，

{胤ilr-l<i¥JA.月》
4ド1i1f:淀川にi!する制針自主諮コレヲ νaンのうちの

に以する形触を'I~~.r。

。l~己伏よ}

僚州公(!l!~H..j.. !:~f:fれる珍1ftすベ J.t!が. t，(J肢は近代の学li1'1 Jt.，I!!の阪の

語;分.



織り機の少虫;

{ラオス.ピ正 yチャン査結外}

インドの此h!l~m
{インド，ジキイプル}

I句インドの米作』世帯。 11井戸が活局'し
ている。
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ぃ三ア

21 I1 t*~の ILtW において，アジアの，li">J:十1. 1まれ公的にも学II\W~ にもきわめて大

きいョ 2111~*~11tWの依1mrtを極I喉がjにそして人・変llIiましい形で:l，けた 2001~r' 9 

J J 11 11の1，iJ的多党テロ (i，t[J W.から必アジアにかけての.Itl!J或の動I~IJ が， II'W " ， 

に決定的な彩併を持っていることを;;lfI~J した.この地主主の政治，続抗.n会..x:.

化などさまざまむ倣岐における-1'fiíや~t栄作. さらに!土地域内のぬ総む|見l係~:t .

l1t非政治に11'(緩彩併をむたらしている。とりわけ. この11、大で%1<な.I1l!~峨の[-[み:

にとってのぶ昧{まF71iiしがたl、。近鱗の朝鮮、rJ;~や'1"1<1との関係， さらにはアセ

アン治|剖との関係{ま. H米関係やけ欧関係とならぶ11本外交のtlである。また，

エネルギ一安全保側1(liからみて"'w..'11wアジア的Ilt W.1t<iアジ 7~111 刊の ifi'~ff:

も際だっているo この仏大で多慌た五地域lこ対するj-1!!~!(;を[i，)Lさせることなくして，

[ 1 本の将;tともなければ， Ilt界の、1え有!と'J.，.・:..i::の).t礎むさ高けないのではないか。

このようなれ会的必昧!こ加えて， '1' Jねから取アシ -yにヤ:る広大なアジアIltW(l，

学t:日自~Jにも I ~大 t;_銚q設を21Ilt*~のγ':Wにつきつけている。多除てt包括t なたが!とを

もつよ文化か.グローパリゼーションかìfHi寸る "1で.どのように~lじと反発の

プロセスを総り!よけなから，新たな形態をj並l~} していくのか。これまでのγ:1日l研

究の政き伝統は保持しつつも，!i1J治的に新たなアフローチを('1;1) f_(ずることなく

して， このru，な変化の治相lをとがJli{f，ことらえることはI付雑である。新たな慨;合、形

成 .1'-11.命形成のだ験幼として. 7ジアほど興味深い均析はなt、。

この"'w.からw.アジアに預る広太なアジアこそ. *il文化研究所の研究官ifl以で

ある。この ~I 会保jにむ・'{:fgWJにら人知にとってい人;な.0;味をむつアジアについて

の'学問(':J即時干を深めること. これか!.UiY.x:.化研究所の使命である。現代1l~際政治

におけるイスラームのぷ昧を与えるにしても，料iif的なr"1吋のtilIfiの影符を分析

するにしても骨インド ・ パキスタンのHdm允やカシミールIlI]:Jíiの今後を Jl~ ，{lする

にしてら‘ アフガニスタンの復興と"，央アジアの安定をlIt行すにしても J↓!I持ア

ジアをrI J絞とする必アジアJ1，I'iJ体の将米にピ :/a/を膨らませるにしても.この

地岐に|刻するふ~(J/.y{:n日.f'1!併がイ、I1J欠である。そして.本治的"r:lllJPH解と {i， rt1 



I二脱会の・H忽zbifi、、かけるだけでは得らil:_:1.、 r史とfii維fO:.fヒが)1rUのJ11!解

なくして. これらの切χなr:lJ:mに l令ti["n写そうえる ζ とはできはい 21l'ヰ虻ア

ジアの将;;とぞみすえた lで.そω列島平lこ必要な研究を徹RlE'〈，sdfう 乙J，tf;'J.!.i作

文化研究川の!JW.の佼九ð~:mである

いうまでもなく .ζのj(人口以也lのすべてを限られた人Liの比絞的小縦校の研

究所のみで行うことはできはい♂しかし，予t:¥l研究というものはただはを絞めれ

はいいとか.たたJ七[， 1でI~ft.:すれ:l' t‘いというjUで成れがあかるむのではなth

例性的なEJf先行か. 封!Iげ山r“iμUω)i(，行，ワilU限iJ!:.
て. このような研究れたちが治争を泌 L てり1)~!J(，i日吋ていく L さ.はじめて午界

にら社会にら氏献するOf':先ができあがるものだと!t.lt.:) u その£.q:で. ~，j，["f..:c ft研

究併のスタッフf:.みな摩iiのはえる鈎tt住jなliJfJi::r.である たとえば!E!t、か

もしれないか，わが研究，iJ"r!i. 例今の人[1の例性をなく、 fρj(隊車11叙で';，:! t.よL、。

ぬえていえ11. .~品、"， r の災1&1" ，ぷ i慢のつどう:Æ~I";(Iのよう t.; と乙ろなのである。

したがって，私たちの行える γブローチ!ま.例性的なス 7・y フのtF11ilf内lぜ能併

を1Jk限に'10かす形での/(-，J'(手 j トワーク1i'1研究である ・予防的jlq際('(J:二広い調書

の11をj与ったネットワーヲそ*11みfTわせるアフロー手 Cある。 i詞1)-:1や19;米のアジ

ア研究!iたちとの研究交流を・今まで以I:!ニ活発にしつつも. 'yシ γ 地域の7シ7

研究r.tニちとの研究交流を陥El:にi並区δせるJhlhJである 製作，.{.;研究所て企均

している!Ji:文fit，sをとそのための市安心メデ J アとしたいと思う 3 いずれにせよ事

研究成果は， JU"jf)f究そまとめたJf.;で.fJtれる協のもめれば. ft・1守人のq1独の命J;:，

やr.れとなってl.lJ，nるζ とらある，いかなる形であれ.下I::j的インバタトの大き

t、研究，これか私たちの11似である。マ:1111的インハクトの入品いIiJf究こそがれ会

的にも火さなインパクトそ!与らうると Jうえるからである。

引tIt*12 アジ 7の総{';研究会 ii う Fワ~1 1ii(L ば.決してH会に対して問さされ

た研究捜関てはない，.その成取は.従来の刊行物や大守・抗教(fの形以外にちイン

タ一手ヌトや3 ま tf まなセミ Fーの形で託会の~くのh々止 Jl(ilていぷたいし

ま5くの)j々 からの教えを.5いたいF そのようfむ4一ぷ式みの ヲつとして2∞H匂n俊芝にIじ主.

ω研f:究先い啄fift仲制1リj、也，J.6ω012‘A町t

れ!は;Iド悦i町ty.界4が3μ4えるJ(小，乍戸白釘飢.1iρ)~令をiI山iれ11仇k した曇多iETJ アジアを絞るための将~Hの人

JlIl.lrであろうと I"lnしている

'2001 Ile 4 ) 1 

，f' 1七 111111 sJJ，玄
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【研究 ρJ

，f: IiJf i';:liまI'HIl.1: 11 JJ 26 11. ~'~!I主 主化ω総ft的。f'jEをけがJとして. ポ);1

(情1~q) 人ワ・!こu1'l(( (ìIJülされん。 何学 . l(γ ・ 史?I~)j"l. 1111¥・政治郎IIIJ.tJi:行・

，1'11 '~~ îil~111 Jという部門(，t，;ailJt:¥ 11'4ft~I'~I， I: ft，:1句にWf冗句， t1f'札。Jflifi!を附いて允4!

L tら 19+9'01:. j'frたに 3;1111"Jが i別立志れたのを健会に Mfヲ~~Il織令細分化 ， t'1 

学 ・ '，j~教;~i)ln!. え;γ ・ ， f;f;部111.11t 公江!!F.. J~術史 ・ 巧 1""(:I~iII "J. 1) 11' ・ ~内部

I"J， HIIi・1自，:r.:肉;(11).1)6 f3;川lζ"Ittiil戊しfム lujH.'jにふ犯をX，;tl;(}:らι!J-外乙Hi

』折nωIIH1UiX化午:院の・郎に !n. これまでの附Ult'4 ð館内研究~を分担と M

て.研究の允.<JI.免岐をはか.)t二

2い(，1')';1 年.人x:hl!PU'，と問1I")と之化人ijtヴ:邸内か加えら ~l. l: ー これそ~伐

として， 1正米の必科ヴ!みの川f4i系による部Fうi島岐を.汎アン! γ Wii~1Wry. i凡γ シ

7 人;CJ也J'I~"?f溜P'J. i凡γシγ;文化人J.wtmW'J.* 7ジア政治 .il:111;iflド'J，*アジ

γH，~史郎1"J. 必アジア工;術史 ・行，li"/;1J)1")，以7 :.: -r1守"? ・ ~;~数 11i)l")，以γyγ

え:''j':flIíl''J という地h占lベ分を加'''~、した 11 iiH1"J:二1呼称'rI点した 地域:1ill'IJ の允'~;;・ 1か

る将~~計 JillJ!"';らとづいて， 1 %0 :1'に1tpj ~ -"'，改di・I-f伊丹t.ii門， 1')ω 'o[ .1二::t'，R

Jt (シ f 告g，~. 1968 '01・tこlま，;4，1"....γH・，1• )( 'tt;， .・ 1973'01:1こI'!'li，匂-(/7.王

抗 ・社会的"J. 19;8 'oj:には内γJγiAi.1・ゴItHi!1門がlrl.l..t~れて.ょうやくI3

部門を擁するにhたった

えらに.アジア地主主令(1'かp~みのなかで Mめる "T~i::~tか人さ〈は μ たことが町i

らかl二なったの!こ対比、させて. 本側!冗析かわがrJ<lのアジ71iJf'先のtj，叫が1.指導的

í '.l: :':lj1:~すために， fiJf党内ηの先・だ.品」伎のl!よ人を ;;;Ullt~ 1.の Ilm~IJJi.を i Jうこ

とが，必必圭な、fニ。そζr.l'l!ll "1:より析しいft'liQ!~二)，~っく大l~íI" );I，IJ /，.:.・liJIIし.

ニれ主での 13;':1;'''Jをと. I凡γμγ州II"J，!ぷ fジア11m"].I封アジ r1111"J. ，'4'"シγ

t1m"Jの4fi!W'JIこ統fyLて，11It¥允L.今11にいた=ている

抗日「‘，a
 

h' 
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【附hl*irゾア:研究w判1センター】

1999 1j:1立に. ~li下"f:x:JIi!:センターをj兎11:して比較文献資料午と治j彰資料学

という 2つの分野かふ仏成される!UiI"，(:研究w報センターが新a没された_ 1966 

げの。没収以米J.!.[i下苧文献センターが'.:4純してきたえ献資料にi刻するドキュメンテー

ション業務は. アジア全滅の文献を対象とする比較文献'M'ド主分野に引き絞がれ

ている。さらに.アジア文化研究にとってイ~I1J欠な絵itill - J71片資料ちを対象とす

る ~.tf杉'fi料'下分野が新しく迫力iIされた。この""J分野での研究成*を 7 シア研究

のための)，~礎的研ヲ"Wi紛としてjll'Wに允j" していく，:1'1111jである なお.この新設

!こともない. 1 till勾'X:H教授が lホスト配iげされた。

【it物】

倒、Z以-*23 'cj"にわた って本研究所lま附 ';~Iヌl ，l?館内研究千:ゃ外務作所伐のit

物に仮住いの状態のままであったが， 19671，ド!こ， -1，郷櫛内に総代研究資料館

(別総fT研究開物館)とののIIiJI j'合が完成し 5階以 1・をノト併究所が{史川するこ

と{こなった。

しかしその後，研究組織の拡充，研究活動の多様化， l火|Jf-資料のWIJJ!fなどに

とむない.狭民主な施，没の改汽. とくに J川{の緊2、な l~h没写の強い 'c!: t{~があ 1) • 

1983 {r:にいたって総代研究資料館(ゑ!総合研究 I'.~物Ilfn との交換分のにより，

本研究所がf1f，i]lj~1~を全館使mすることになったn これにともなって令l舗がjに改

修 Iポをlrl¥， 1984'of3)1に[了1的、完成しみ;研究所のill物総1(1IWは6.'577、1<Jj 

メートルで，.l1l!ド l断より地 I81緩までとなった 3餅までを所長不， . j~ f:若~，

!ヌ|川町f，附~*iI，''{:研究w椴センタへ会議本てS; とし. 3 ~貯の mlと 41終以上!ま

れ研究，'J1IP'jの研究安である。なお地下から 8t絡まで (2階を除く)のJtI用i¥il分

(約 i、800、Ji.Jjメートル):i，'fl市!こあてられている。また. 199'5 '.ドには1[1*ん・文

化学院Ijiiの獅刊象が大塚から*iY，文化研究所に移設された。

2.研究活動と将米計l桶

【研究析の特色】

対象地域lま!ぶから114アジアまでとほぼユーラシア人;燃のi位、l'となっているし

また研究対象らJ!;r'iから現代研究.人文科ヤ:から社会科学までfTんでいる。孜が

何でほ{自に~Iがないこういう帆1ムい純[J月を研究対象として，本研究婦の研究tiは

終fIのリ'}.["Iに従ったfぷ:mのもとに側人研究を進めている。 I，.J11!jに，れt早川分野の

i1Jl弘をi!t!け. γ ジァ.lIi地域の総合的研究をi1f進するという本研究J民4>:;1とのけがjを



lfl，J(するために.!trulElf究会常任符.研究班を組織化して乍際的研究会nててさて

いる。また研究隊?~の補強を阿るため.'F内外の \1Jr'1分野の研究打にamを J1鳴

し.協})'を求めるMIをと，てきたc '*正午の{也の郎防ならびに{也JにっとtFでのγ ジ

ア研究と比較して.-j，;研究婦のItJf冗の~\色をjfべるなふlf. それはよ献ω1究と現

地，J，'J(tを{j~量的 lζキJ，fYδせた， ，'1 ~I!研究と J見代研究との統合主 ，lWlでδ る。

【ωf'J't.7ログラム】

1993 1p良から長期J~~~i研究として F搬動するイス号ーム i到の政治 ・ 社会問ii!i

ω変.i~.ÎI曲作の研究). 'III()~ H会の変動がHdます7ジァ;ゎlへのt与野の研究4 ・ ぷ

らに1996~ド1支から Fヨベンガル的地織におけるf1会 ・“抗 .;C ftのそ~r.ic変動

をJfrfl令L1の参加のιとに.i1tめてきた， :1∞1 11:1文. ;t~ ...J研究のfj¥おIlf令部iみf!'(

L.以トーの阿つのプログラムをlfii巡するζ とにLた。

l.1tNJ地j或研究プロクラム

r !.I.!，y4アジアを車川m..!.\.!ニ"CJ る h~際7 ジアうど易 ・ 交流と修1\J 1:会の役;1;11

1. 新分!ffH司j{j研究ブ}ロクラム

7/ア訴文化IHIの多JじがJJ~/tを求めて 過よーからよよーへ

3. ぜ:~迎m研究プログラム

アジ7目依的F内jυノ人、，1削lH川i刊i ロt岐完4糸長モデJルL の'，1)き築高とそJ)尖f践E的倹J

4. rtf1fhE報研究フlロクラム

F アジア締役会におけるエちートのネヲトワークとえ化m良 !t絞IiJf

1Eの試み

それぞれのフログラムa.・7・1付."'(:外 ・[時外のIiIf究機関との1111でワークシ B'ソ

プやシンポジウムをキnねする心.:::.t-n手ットワークf1iiilのコ γとLての役人;IJをf

!.I!たすことにしている

【"宮外との公mt】

ぬ外研究ぬ!ぬとり11本における交流拠点となることがふ研究必の11的の・つで

ある。そのため， 本研究所I:!. 19')') 11: 10 ) J. i行号}浴{径Eνj太〈ごρ学主了ジアU仰研J庁fヲ究Eセン 9-とJ

体術1う火記M仇~t協必l定iと:を統締，幸紛紡JL3 しし. 199711'4)1. メンガホールr1<1 ¥7:人;"jql会乍Hとの1111で学

術火流協定を締結L.2000 {I l)) 11ιI:!. インドネシア大午111、ldf完センターと

の1:\1でγ:体I~どがt協定をと納.，1，した。また， 19%11ミ12) 1にlU!;Uぐ下とilL11大学ωマ:
係r~ど if..協定判勺iÌ!SI"jと包勺たe 今後ふれ!司の研究閥均土の似抗告深めていく子

I 1{; 3 



4 

定である。

【大マ:院 ・ヴ:羽;JHf]

引か. 本研究漏).f~I ， :lみ t;. ~，j.(J;().:ヴ:におけるノごY院-l'x l'rはらびにヴ i111ttffに

w怖が~Iこ担lJわきているc アジ γ研究に関する.ftHJf'ftXの(fJJ記 ~ .t. 本研究所，之 、工

吋初jからの-1'1した11的でJ)"":，て.人;乍院研'ftHなどとのl~h)JI民H系(;t.今後ら非常

にlfi~は~~自である これまでL6 1iJf'f.:科ならびに 6 ・・'j:~ ，'1i~で川住宅・料、"， Lてさて

おり。 2000!fT主新たに役立されたんγ':~主的報i'予民 ・ ザ:lm1JIWAif-附と ι 奴待fな関

係を維持してきているザこれまでも，研究所として独nの大学院政(jの椛21を合

pliJ してきたが./?tを b 人学令:I~の将*'，1'i1!とのi知i'!!のなかで.より・.;::際的で総合

がJt;.アジア研究の火乍院f:dfフiログラムの形成:こ窃与していきたt、。
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4ぽー ι " ('0飢句 '"包 N~既1

奈川 j'j正主 1941.11.26 43. :1.31 in iま111 19iふ 4.1 74.3.31 

'j型f UU'手- 1943. -1. 1 46.10. ;; Vι{(迫 i j • 1974. 4. 1-76. 3.31 

J 'lfl t'l二 1946.10. 6 -17. 9.30 ノ，;:I1f ~!lHj{ 11)76. L 1 78. 3.31 

込 IW列車11 1947.10目 l ').1. :D 1 ~JI・ 1978. 4. 1 80. 3.31 

I"JI・111 11ft. 1954. -1. 1 58. 7.10 II'fN T十k 1<)80. 4. 1-82. 3.31 

笥~t.正 tt;: 1958. 7.11 60. 7. !l 大野 ~lYr&jr 1982. 4. 1、84-.3.31 

*.';]1.占 令l制 1960. 7.10 6'2. 7. 9 J.(; 1. 牧民 198.L 4. 1 86. 3.31 

iJ: L 波大 196'2. 7.10 64. 7. 9 山崎 1'IJリJ 1986. 4. 1 88. 3.31 

fìJi~ 捻三 196-1. 7.10・6').:.1.28 i桁皮 .f，H，; 1988. 4. 1・90.3.31 

1:忽ー 1965. 3. 1 66. 3.31 池III i~ 19')0. 4. 1 92. 3.31 

JlI'lJf 1]1:任 1966. 4 1 68. 3.31 訟谷 敏111: 199:.1. 4. 1 事4.3.31 

小[1 {年 J 1968. -1. 1 70. 3.31 後4長 11) J 19'H. 4. 1-96. 3.31 

;辺 }I'， 1970. 4. 1町 70.11.15 涜卜 民主.!、 1996. -1. 1 98. 3.31 

111町4lu iII任 1970.11.16 70.12.17 民i i下之介 1998. -1. 1 2002. 3.31 
l' 民

鈴木 li(x 1970.12.16-72， 3.31 fU 'II 1リJJ'd 2002. 4-. 1 SUI. 
長i 必1iI~ 1972. 4. 1 73. 3.31 

【f，件数l-'11

L 名 1'，1吟慢匂 民 呂 ~~"Jn tt 

fU : 放犬 1967. :; ~h! 封tt 1991. ;; 

JllJI'f l]:if: 197:.1. :; 池III t品 I市11.;; 

作' 徳511 19H. j H11rj1 '1& 19')3 5 

鈴木 主1< 1961. 5 ti.杉 子. 1993. ;; 

員E +公!$. 1982. J 位)L道!1t 19')'). ;; 

111111 ":.J1Il 1992. :; l公谷 自fld1~ 1997. 5 

十公n 透 1967. 5 的1，4 JiI).; 1999. i 

'IIW 千H. 1987. :; 岡本 サエ :.1001. 5 

I己I二 J在!A 1968. :; 後銭 II}I 2002、う

山崎 手'J91 1990.ヨ

[ " II.: 'I~ f.指:k l

.x " 在Cllll~ 氏 F 紅思眠

1 J lif:l )J . 1941.11.27 42. ~).30 ='illi 日~，':j' 1977. 7. 1 81. 3.31 

lH-'I>: f.4t主 1942.10. 1 H. 7.9 fJfW.N 二日1; 1981. -1. 1 83. 3.31 

以内太郎λ 1944. 7.10・54.7.15 |尚H1!1 4振りJ 1963. 4. 1 86. 3.31 

1 :級必之助 1954. 7.16 63.10.31 本1付 i災・ 1966. 4. 1 90. 3.31 

~;;{ 4). (ll 1963.11. 1 69. 2.28 m事 re治 1990. 4. 1 り2.6. 1 

1fT} I・政次 1969. 3. 1 H. :1.31 イ1111 純リi 199:.1.6. 1 9'). 3.31 

正~，金. {.ii 19H. 4. 1 77. 6.30 T'.(;'i 勝ム 1995. -1. 1 97. 3.31 

6 



小林 )j;')) 1!)<)7. -l. 1 -99. 3.31 争hitl 1t 2∞1. 4.ト .ljUf.

( JJI 金ん 19'19.4 1 2001.3.31 

[I::.f 1:受'arl

本研究， 1'("7)え:ft勲r.-.:. )( ftJJJ'Ji1't . E1みよ~f:1ご院1tの災受nr.1土次の通り

である

えItl般市 iL 1: 校入; 1991勾5

IJ r f1~ ru 20011f 

ぇ:IヒJ}J切れ λ1 II'!州立1Iゆ 〉 1978年

i 1..1- i:皮)..::， 1983 "f. 

111-1、.i.:H!11削】 1986 {ド

Jlm ，rar: 1993 {ド

11'ft! Hk 1993 fド

11 A正午 1:院rt I:JJ:l11 I~II 1934 tf: 

'j':Tf 例中 ゆ42年

111 ..j，; .if ru;併 1952年

1.'，1政 J;之 1956年

~.II;~ IEJ， 1963 ~ド

鈴fII l'主総 19i6年

iTl 松白i 1978年

池111 tue， z 1983 iド

鈴木 Cf~ 1985勾i

1111'1' ."主 19931ド

D *I!織 1 i 



国 月設 = 
~ 2∞2tド 10JIIII現(f)

1折 1て [11'11 nJI~ 

汎アジア郵門 務アジア部門

h;( lY'之介{併 f-!< fl (i10前) 1m納 :守山 数段 (607本)

t也イ、 r!< f':l (707ギ) ，1百f，~ nHMt 数段 (610'+">

，f.';J山 !、 似J J-(513千) 柳t器 j悠 教 J受(603千)

lli 1 I -子 f!{ 1，;1 (701本) 'i ，11'， )，ぷ欣 教 t受(608不)

111'1' 1IJ1 1~ f!< 1受(70B"十i) 1I(/ltW!f 数 段 (611・ヂ)

般JI・ {埋 r!< j畳 (70:~ '-iD 上付勝彦 教綬 (602十()

‘" H、t，Je川 助教侵(711明) 1'1ft.j z洋 凶J F l613 ~{~ 

l則ノム j!(t人 r!< !，~ (i 12官)

{'，m s'~印; 助教段(308';:) 否アジア部門

鈴木 J( 数段 (803・ぞ)

Jtアシア鶴門(J¥ー} ;j:JlII .E 敦 子:1(807・十つ

'~!Wi -'.d 司 助教照(-103盟主) 例区友 f 助教段 (810'-i:つ

，'.Ufll IIJHIII 数 十1(-102午) 主義111 繁 J*授 (802従)

、I" ，~' 院向l情1 教十，1(-107主)

国際学術交涜室

*アジア部門{第二7 l均':)' ケ'イノー 助教綬 (306'，t:) 

ri J11 対i 1~ 1受(508~七)

そ仏年 ~i x:. 助教段 (50:2市)

IG~:'!jぷ1I{1 f!< 1受{511前)

人・4、 L~ 助教段(303本)

小I11 ト待'fe f!< j'受(510前)

町議口 9 
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附成東洋学研究情報センター

セン 7 iく 1I11j1 IリJri(併}

セン$'- ( 'f{: ・ 教j・.~ ui'事栄治 (811京)

.ti. r1 前ド i式ぷE併) (411てを)

助教役

'::S:LWt~ 

助 子

研究縄問研究員・

陶'/i:あんど

J211;143人

引;欣

t信量(，) Ui-flt 

J..:.イl iJJsぷ

久米山~

• 

~.dl I犯行 (306玄}

rr~L~ 1'1 (813 て主)

大川 i1・ (413宝)

非常勤鳩師・

1111 I Jlll.oll 

{j~1I1 l'u経

池山知111

l九.: 1¥191 

~Jf 従

kイ1I九む

).~ [11 f，; 'h7 

榊 fufJ 

IIILI I~j ，~ 

氏 1: 秀fi'

深犯の給 f

I<r: ~'lllj! ) 1; 

j也川J'~f.弘子

総JI. '，i'リJ

4持 iY'，久

イp. ~I.~ 

小泉純人

i'j政久人

Jl:1.あえか

，jij 111 '7 

ぬIJI f侵

. 2000-2002 wr支



.務部 8・第一掛

f持 a !tlJi({ t夜 制J:第一鈴長 1.11 I公・

総 mしi:E 1Th{ 鶴岡 f持 r~ IlHt ~治

以Id L f:E Il'llll tii 
図書第二銭

阿川安i-.t骨長 米外久美子

I!!概lJl f草 'li 'frk'; 傭't

l{f. fïs 鈴!~ ノ〈符:悦子 ) li .fis IY u野 ~'l 

'1 I t指 1.f 小野IIM1t. ドI~ fis 下f IU I J n 
'Ii E高 .1.f 中Ji' .ltJ! tis 大川 1"( r-

会計fl! 業務街

会，ll'U十!~ |則 f、oeE-2i 業 務掛 u tIr:・キ本lili{ 

f'is 人山文句! 。Ff:指摘佐 il 7，'f 11< ト(i子

{指 以l'俊活J

111車鍋査室

研究t，aカm tえ '白 野久似!itWUI

研究協}J!1H~ (併3 久子J~! M川崎

研究協j}i民Uf: 竹"' 日虫

国喰 n1 11 
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職員数 (:!00211' 10 ) J 1 II.fJUO 
.:'{ ぬ 1'1 ('， lUJ教綬 8れ JlIJ 手 3 r， 'Jif草山 l!l ~〆，

u n 1れ

教隙貨の実動等 (2瓜)()!F4 ) J -2002 11: 10 JI) 

(教

2∞O. 4. 1 教段滋ド武よ ，;u拡大学!-Rr将7'/7研究セン 7ーに申'iJf:

1∞O. 4. 1 教段 111"'0/1彦 人・乍続的桜γ:民:こ配il'1i突

10∞. 4. 1 .r~ 段 、1<:1，う防虫1; 人乍続的桜fY:毘lこ配iiU換

:.1000. 4. 1 涜ド武ぶ教綬併任 <JUアジアf.fW'I.....t.務先:';lt:!5人:ザ:

決断アジア研究センター)

2000. 4. 1 rlll"IIJI ，~ 教綬併任 (i凡アジア羽51"J. 本務先:人，-y-W41Ji

対1'"(:~)

2000. 4. 、Vj}.l降虫I1 教綬1M壬<*アジア剖11"1. ふfj5J¥. ' ).、'7'院w
特l'・許認1)

2000. 8. 31 助教{受 11' tj~九印刷泌 fにより;1Jl1ì'it

2001. 3. 31 .Ifc l'受|判~.:サエ 鈴w退峨

2001. 3. 31 JVJ f 鈴木陣ぶ .iJJ帯主

2001. 3. :11 'fs;U教授ぷL44モ緒子任期満f

2∞1. 4 l 助

2001. 4. 1 

2∞1. 4. 1 

2∞1. 4. 1 

2001. 4. 1 

2001. 4. 1 

2001. 4. 1 

f. A~ ・j之 .lti毎道大学

山本JlItl! I幼子 (i凡アシアii1W'l)t:: 111 
J;悶作助子(tおアジア部1"1>t::1II 

f賞ド武ぶ教授併任(*アジア部1"1. ~f~)\; : J;U115λ;ヴ:

l.IHおアシア研究センター)

III'Jllijli誉 教授{肘壬(汎アジア部門. ~f指先:人ヴ・院t.'I

fUヴ:~)

、n~~征fU; 教授併任 <*7ジア部I"J. 本f)jJ¥.: :火ヤ院113

tu学用)

人水域助教綬併{壬<J.Iiアジア制“J. ~fJ5J\.: 人予院

人文社会研究科)

2001， 4. 1 fk.綬後綴 IlflIT: JU]付分野に配i;~'~換

2001. 5. 1 似'J f' I]Jみ;4'11tl! ).ぐ下院情報ザ:尽に配ii'l検

討)01. 5. 15 )t.:m受 10'(，1本サエ 名作教授のぬ、~J-綬 'j.

200 1， 6. 1 ) I f・ぷ之輔 '1Cll教授fJHf:(1月JhJ$点バ.文化ωf'1W/判iセン



2001. 10. 1 

2悦):. 11. I 

2001 11 

ター.4.ffl先:l!J! ，'r行政法人文化111研究所!.JfJ;C;(化U，jIrJf 

先制

SJ自 !t.i 比hf(l}tアシア部'''])t~ Jtl 

人IlrrI 幼r-引."ぷl下苧IiIC<句作現i七ンテー}良川

SEKI:¥IORI GA、:'¥OR :"¥lEREDlTlI 助教段(j吋際

'('絡14EdltSJ)jZ，H

2002. 3. 31 教段 i主政 リI(UI泌fにより退殺

2∞2. 3. 31 符um受 nfぷ之総 !I期泌 f
2002. 4. 1 数十三 川11!!ljli~ ^?~主的問i??尽からぬ;i?l後

2002. 4. 1 教佼 IIIIj 1，りl穆 frμ ・ 附対必iVr~研究情報七ンターμfJHI

2002. -1. 1 助教1'.~ I山本い| 教j':11m:
2002. -1. 1 助教将 人，f-. I ，I~ 人ヤ政人え社会研究科から魚JiF{後

2002. -1. 1 '*X 

2002. 4. 1 ~x 

'2002. 4. 1 rx 

2002. -1. 1 .j!i< 

200'2. -1. 1 

'2002， .1. 1 

2002. 4. 1 

十1IJ;( ;r之介 jぃ{:院Wf.投下':j渓へ配ii，.t自民

j'2 ';;'，T~I，lj'J~ !.Iiアジア局II"JへRdiiqt免

J'~ Ij ll l'l点 i;~ IN"ジr:l11"Jへ配ii"I'倹

i受 l~ir栄治 |可U14 í.1.!:Hア研究情報センターへ配ii"I~検

f氏卜，Jl¥，亡、 教段fJHI(鮒1;.4東洋'‘了:研究約機セン?-， -1. 

fJjうt.;(/lll A:';t:\ぷ I~j アジア研究センター)

II;l iY‘之介教{受UHI(汎アシア郎IHJ. -1ょ務先人:'r~m

fli乍1;1)

、('.勢段郎教十%Hf(iUアゾア在日I'~， ;j.: f~先入学f 'ifU

午尽)

2002. 4. 30 .f~ i:受 ??fi3W史必怒らJJ1 FI !;t大~n..;阿波Y-jtiik学校見!7

2002， ~， 

ジアγ先I院数十1~え(1=) 

~:m (/. 'KLl紋授併{i(jY，j Iili !.fui' '{:研究w現lセン j1-. 

. 1.f)j先:l.u以外rli!.!l大'f"アジア ・アフリカz;Ji文化研究

f升}

2002. 5. 14 )C~~t1 i全総 lリ1 71i.5教俊の1怒り・疫り

200'2， 10. 1 助教j受刈t~ I~Uln ~m (1封-"'./ア部門)にIIIT:

2007， 10， I 助.m'受 :1.1川 lリI{III 数段(点アジア調if"D，己ケU[

( rl~flíro，') 

2001. 3， 31 :， ífííJ~ {.I'全犬山"1'泌総

2001. 1. 1 1><(;1: 1.Ir. ~'tJJ;ll ¥ 'C!I; ).ぐ下院il;"(:t政治学IiJf究科 .11.λ 

m ct U 13 



{で:こ紀前後

2001. 4. 1 会，iI掛長穴沢{111・郎 人;学院総合文化研究科 ・ 教徒'宇:'111て~'H{草

l~iI総t持派教務.Jif.先11ト1<¥こ配il(j負

2001. 4-. 1 [)(j，lt第'船長 自民主fHe - 大学院伐'字Fド命科，、'1:研究科 ・12e下泌小

訴1・縦応的桜餅i主に自己;i'l括提

2001. 4. 1 会ri1"1:1'トl:1T: ':ilti弘 f 欣送λ;乍乍付センタ-ilillメiJ;日米~î:PWトLと

!こげ{壬

200]. 4-. 1 制JI第:掛[l 符Jt-IJI'11 史料制さん所|文1 ， lr般的鉛口に配i;/.~後

2001. 4. 1 史料縦さんf民・ji務長 柿i行情 'lif持iえに配ir，'換

2001. 4. 1 附I;.qt誕Ifl~tnH，')l宇U 'I'ì'.flH必主人トJで積川 f!? 凶，1:' I:IT:に配ji'1i笑

2001. 4. 1 ~H';.r4 1ヌ|JJ釘l総務課'íí'.f'J!Jlt H壬 |対 12 会Jl"11ト長!こ配iF{倹

2001. 4-. 1 附rllll刈J?青tif，')報jサーピス球ft<l際資料掛長 |て111公 t記:J，1)第 :t卦

長!こ配i白換

2001. 4. 1 )ぐ下もZ人文紅会研究科 ・え"下1"11，iJ;i ~掛日 大III文明 会IfI世十nに

配btif集

200 1. 4. I tr'i税1)止鍛センターデジ世ル ・ライブラリ餅Ll 大川，([(- I火iA第

-UH1に配[削免

2001. 6. 30 凶i't第 .lli11 判Jl fIl l'i~校在}J焚i足i般

2001. 12. 31 I，\!;務掛 u壬{，~ (- .郎勧契.ib!椴

2002. 1. 1 分付UI胞't物'手研究JYrJ.r.H先鋭H 小野1J 'ド雌 tft fJH:lf 11 (ニ配i代後

2002. 4. 1 凶J;第:鉛i- r;沸IJJ:令子 大乍i徒数.w;主研究H ・ 教ff学1\{íl)(J.I~悠

fll!掛1止に自己代打返

2002. 4. 1 会，jI・掛H '，1)1]111秀彦 物性研究場附~"Jf'1: (-j波乱研究ぬ設に配ii"l

換

2002. 4. I 側、Ifti拘i学研究所広幸1I湖(i潔t.'i説i資料{系.k匁!ff久美子制J;第

--fltkに円四7換

2002. 4. 1 先鋭科学技術研究セン'1-JlI皮tlHl JI，z 1.俊友 会J~掛wこ配jj'・1

後

14 



1. 校門

W 財政

、

+ 
年度 ik，):稲(千11]) '.r度決tHis(T tIj) fj・1良決P

lï9.6ï~ 1996 

1997 

198.8∞ 
171.'J.l1 

2 . 科学研究y~補助金

2000 lt'1~ 

研究何 11

)，~総研究 ( B) (1) 

j占線研究(前 (2)

広鐙研究 (C)(1) 

1998 

1999 

I'J8.365 20∞ 
175.891 2001 lり2.131

2ω1 '.ド!立

公fW~記事ji
研究降 1:I ~ ~ '~':.-:"" ('十数

(fjlJ) 

交付決定紙
， ('11.i官(千円) 1 I ， ........ I 
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持日IjOf究u契励行
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( I 11 I 

-ー
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6.000 
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3. その他の料'í~

以1.のほか. r¥ll l' '{:体rliW先 ・J1ft.Jの項で後述するように.以トの111111

より研究lVJJ&壬・受11八れた

サントリー主化1111・n
総Ikjγ拡ilh興財1.11

1'"際交流J.t<i~ 11ヰミセンター

総 H吋際111トH

米1IlI.j 1.11 



V 施設

1. il!物

1').111ド11J J !li点、官rl:lilλ?~IU~凶.'Jftír内に析42

I'H8 :ド 9) J 文点。く大j;'~rur56 111以Jj文化γ院ill物に移転。附11.41記1.2:館内に

分布をおく 般地I(iIf.¥5.081.22 m' 本宮t!ill物1(lIm3訓 2.5m

(1勾 1.500m W I.t.外務'(jWfs基JM!{!J.iIlD

196511:IOJI 本郷桃i付哲fJj

l丹6811;7 JI 令IflJ~'.4完 f

198~ "1; 3 JJ 総合研究資刊館(泌総合研究持物館}と交侠分fTし.令加をf出

lJ.I， ill物l倒的 6.ヨiim 

I!l創作 3J I 全ItlI改修 1)lr完成

1 'l'l'J {I' 8 JJ 内側外恨のIs階以上の.It:T 大'lIl糸 .r，l、人身・J'放に汝liず

200011' 3 JI 内似1)外喰の火山泌!二{、ドう外明令rl!i修呈i浅きわる

勺Wf究所の思!イ'1:のlli物lよ. 196511:に ・均lm島され， その後. !fI~ ・ 改修を喜子

たしのの. ~杓{七と~隙 !tの -)のiBlWを{包えている。そのうち.IHiWりや内外

1:，1 1{liの劣化とヒピl.~jれについては. 19創刊.の令I制改修 lンHにより. ・此:解消さ

れどと J5えられていた状況で. 199<] "1:に内側外峨タイルの人:I!II治がおきた。そ

のiをの外~の令I剖修.1'11により.応急処iriか取られたとはいえ. twt.水システム.

~"II~，)}システム等建物令(1;の ~Iう Itについては.危終的であることが判明して

いる。

V~I溢 ftについても. IllJ@I.t.MiI'iされてはいない， Ilt界的な 1l<~liの泌IH:11i脱す

る|民H，系で.ill物の全スベースの:~ "判以 1:をJiI，14や閲覧'七として，q)(*・公1:日の先

%をcH、ているらのの. I~加をftむ"11i<1 ~!: k 1fI~の飛釘r((.J WIlJIIや.γ ラピア"fi心ど

のJIιrJ3'j<_~と献のもk械がJq足立Jにより. 世でに|製作を越え，分'J.l't・配烈がイ、IIJ能lニむ

りつつある，また.附~*7.l，~'{: >c!lit:センターを改組 ・担t充し 19991Fより 1↓i

V 抱 U li 
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i作T下;学@研fヲ究E↑h付仙"山'{税鰍iセン夕一カか‘ず允VJ.足:しfたニの{にこ斗{

公!l附i日川;品jそより . 11'川{けiill.ι1担以dさせようとの;訂1"1111仲州1I1曲耐1，町'jにl限閃E刻lしてむ..fQイどのスベースでは. 完全に

不足する~)\i見とは司ており.抜本的心的築が句!まれる。

2. コンヒュータ ・ネットワークの状況

本研究!日"['11996 ~f;lえから. l~iáのサーバ ・ マシンに研究所の火j;主主のパソコ

ンがウライエノトとして後続されるネ y トヲーヲ ・ システムそ桃築し.教'I"~'の研

究. 1渇J?・資料. 'Wl 'J~t先に1刻するま5 くの↑M!li- Webページに公ImL.illi川する

ようになった。 2002W 3 1] .!Jl(i:. このネソトワークのJ，l;幹泌分の1"m・.illi111 ';l: 

研究i9i教綬会のむとに設JJされた不ットワーク委u会{刻インフラ委il会)の手

で. また ¥¥'ebベーシのl'n成と史おr:まホームベ-)委[1会の竹村ト唱でi1われてい

る。

ωf1.:W穏としては. L'米作文化研究祈，ifr~夜模様11$.止1. r.fJl l~II'1吋，'HI 録1. r 1ft 
wと11ふ1. r近現代' 1 '1141対係~fl"~:'i~'JU. nhγ ジγ文:Oi);倹首長u.r近代制鮮関係11

44ufilズl.'rrfr(EIIU.J. rイスラム ・jfljl!jなどが公開されているωこれ以外にら. 多

数のデータベースを Webベージ l:!こ怖築111である。また.全教'(fの研究業給と

1H先 Lの E メール ・ アドレスを公開している。さらに・M.)H主義i としては.教'I'~

系と 'M若r~'~長を統合して，手守純f JO 'JiのIJ}J{作，公必人・Jtのt，'j搬などをオンラインで

公r;討しているι

本研究所{土. 1lf{~lU;V{:研究tr'I報セン 9 ーを '1 1心として，アジアについての研

究・資料的知の以mとf.1fu.分析と加 l二およびそのインターネ y トによる公!日j

を指縦し.そのための作品F改4Yに努めている， 1，，]センターもまた「アジアデジタ

ル以ぷ針。Ui-桃築L. ì!-lù下 文化研究所'!庁威内域1:，t'llh，þ折Ji'~. P(' )1'111 X:W..It点水

え口;U:1.r東洋文化lilf1e 19r' fr ，，~ 11i・結線技，'}J.rインド ・イスラーム史跡』など

の11!ll{'象データベースそ WebページL:ζ公IJIJしている

なお以|‘すべてが.次のじRLによるホームページからアタセス可能である。

hllp: ""w.iOc.u'lOk，o.ac.jp 



VI 図書 ・資料

um~;γ研究七'iYU-tンターの研究活動を J〈える.文似i資料， JI:x'j:rH'lのwYfx:
化研究所におけるfii{J(WJ~~ま . 以ドの.illíりである。

1. 1ヌiJF 

本研究所!主，アジア必地域に附する凶J;資料を約 59Jilffi，様。i:を約 5、588事E

I肝縦している d とくに淡llHi今11ではJIX!.l.!ィ，"J伎なi.'t'Tiなむのが多く， 1.1本では

ff数のコレクションである τ その他Iこ. ' Iq f~，ì!i.制鮮d. アラビアJ11. トルコJJL

ベルシャ祈. インドネノア;fi.サンスヲ jットdtなどのj)(1，1 r • $If.~主も鋭む収集に
労めている。

本研究，rrのi文1，'1・制法数(12002年 3Jl 31 ll.f.!.l.{i:，次のとおりである。

千II・'1'・Mえ:1文1.17

洋):j)(I.'j

F拘仰|日i文文:維4必i主i 

仰倒j)文之端縦t，t

lぺ小!ド!文雑芯

i汀T文文:符4斗必L主‘ 

+50.5541111 

143.124 1111 ，;1・ 593司67811日

1，75HT¥ 

313 fR 

2.388 fon 

1.134争iYl '¥1' 5‘588 Ht 

この他，マイ 7ロフィルム約ふ540~. マイクロフィ y シュ約 11 7. 570 伎をJ折

殺する

主要所蔵図書

[大木文庫]ノド研究所(jIJ設時!こ.人本折、ー氏より '1'[1<1法制|刻{系Jf総長X3，168 i唱し

45 .45211日の市仰を受けたー公総}J'jの数(Ï;'JIは本文"Ii の十七~をなし，法1111則{系の ['t

ili ， '~をはじめ.明治以後のII![!UJの研究にはイ" IIJ欠の必集資料である守 1959~ ド に

J.I[京大学J.I[;lえ化研究凶六本文J，I，.分l;!HI録ょが縦認され.刊行された。

[帝国学士院東豆諸民族調査室!日蔵書] 1944 11"，川崎予 1:院J.I['IE必民JiA凋代後の解

散にとらない，その両百円の布li支tTJ?-t408・fHγ:;.2.000 [11)が移行された。この

'1 I五1，11. t'i科 I19 
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なかには内l伐にむける 7 ジア;円以1ムωf':先の i 波 t~文献か1[められている。

[東方文化学院旧図書] 1929 ~ド!こ . w.}j丈it:こ!刻する研究織IIlIとして， 外務行1折

れーのw.ん文it'γ・此w.J;¥研究所が!il]，没されたが. 1948 Wrニ泌された。その111政 J;

fll決j下あわせて 103.う87110が， 1967 il二3J J にふ研究婦に移)"1dれた。;支給のIlq長

(;t.， 1929"1に"11I<litlii 1:行の徐WJ'f1!l氏ょっイ心的人したW:i1，jJi及川級品k，l:である。

[松本忠維氏旧蔵書] 1949 ~I:I交科乍ωf:先t~により十公みJ心Ufl1;1I 1械の.fllr日・ 410J1. 総

a.tなど約3.0001111を間人した弔とくに近代11'例研究資料として'ft泌なものがある

[長湯規矩也氏!日蔵書] 1951 ・ 53I，I.J 'o 1斗'iHγ研究f~により， wo見知也氏川絞の

約 3，0001111をl防人した! そのl勾苦手(!IIJlii'i時代の戯[111小説;li(1である 1961 "ド 1J J ， 

本研究l括合IJ_[ 20 '01'.にあたり、 1，，)lJ;:から約 150111]のhli:ki-Nるととらに.JE24111・

)("li分Uill鉛を|刊行した。

[i青野謙次氏18蔵書] 1952・53I，r.j'ol'.'立竹下:研究'{'i!こより.ジ!日i仏軍次氏111械f下。11

750 1111をJ[品人した!人主f!'下・考，'，午:J見j係のものそ+U~とするoI978 'o13 }j!ニ rW:

};~入学史作文化研究11ih'I:J1f文"I(分fJill録』を!'IHTした。

[矢吹慶輝氏18蔵書] 1952 WI交科午げ'先行により.欠i執:~~r'lîIX: 111 磁 if ，I~ 約 360 1111 

を目的人した 染仏独のマニ教の文献令'1J心と L. 仏教冶跡の先制桜町J:む合まれ

てける

[下中文庫] 卜'11弥.郎氏より，1953 qc 1 J Jから 1957年 6JJまでの，戦後11'，版

の 'IIII~，1: 4.500110. '1'11判t，t、10傾および戦後:111散の成派1¥1;1係il'.'f130 IIIJの均的

を受:jた。とくにZ11114 ，i:lt，、'í時入手できた J:の!安なむのをほとんど符m~ して

いる。

[東京銀行潟査部|旧臼蔵資料] 1ゆ95臼9.6ω01ド，1州i

i済斤剤l奴史則](係系 'Jl円:を l と t る tl和111ま央:J川i . 資本Hn~) 18.000 1111の得的を受けた。

[仁井田陸氏18蔵書]本研究所1'， ~f.rx綬! .J IIlWQJ'¥.の逝ぷ (1966fJ":6JJ)後， I民

政のiJ'1同.':5.0001111.洋，':120 IIn.干I1，'f 2.200 IIlI. 1，'，代公弘え;J:幼 DOO余点， 50 

JI~の例')(のtíi冷;を'立c!:t入れた。六本文wととらに111'1" 1<1の十|会研究にぽ穏なむの

である>1999 W3 JJに rl↓!iI'乍文献センタ-.t.JlJ ~JIJtu 24 W:j;~Å乍栄作文化

研究Ifr!，)HlI)(itI(波iII11 U ~IHlli Y'，'} Jを刊行した。まf二hai代公私文J;紛ら「点

以六甲w.il文化研究所 I JI'lIl仰i守LI1詩集'1'同x):rIU (悩)Jとし (1質問したe

[我妻栄氏1日蔵資料] .fえ M~氏の逝よ (197:3 '01' 10 JJ) i灸. Irr械の干uiliil，"{:;Zf紙

および係争F資料かw.J;¥k"f:に訪日刊された|総本研究婦はとくにアシア法制限11系之

献資料総放647i'll~ 932 IIlIQ)'l.fU';?を受けた 1982 '01: 3 J 1に:-.:rli:Jt栄丸'1111桜 fジ

ア法制関係文献資料'ltAJを 1:1]ir した。

[倉石武四郎氏旧蔵書] 1975 W伐にみ;γ:名!?教波打{，武内{泌氏の淡却を 1:とする



岐点をJlXoすることとなり. 1981 年度までにその 'Ti'i!!な ì~jí分，決結約 4.300}丸な

どを眺人した

[江上波夫氏18蔵・) 1981・82・84待作肢にわたり...f，;i、y:34:3教J受ir I i皮夫氏の

~:ま J!のうち.!1F!i:'y:.lUi長 ~ï:~ )5" ，ti学を'1'，心としたjf，，'iの 'i部約 2、550点を附人

した

[The Oaiber Collection 1 ) 1986・871，I，jWHlにわたり.栄作"'j!::丈島!:センター

とtth}Jし.ハノス ・ダイパ-.[¥;のjU1たした，"， 367 /.lの勺(...-1.:を鰍人した イスラー

ムの宗教.J.!.'..m.ゆ!とにl泌するOTi・1攻む資料である^1988 "1-:にCala/ogueoJ Iht Ara-

bic M.ω山 crittsill the D，山 berCollecliol.ム 11Blituleq{ Orientol Cullure. UnilitrsiりoJTo-

k.J.'C， b)' Hans DoiherをliJlj' L た

[文淵関本四~金書影印本) 1988"1" えに;ど訊:1閥..-1.:1'4W令，'~;j3印ノド('，I，.~I! 1っき)令

1.501 1111を隣人Lた。 I，'i代以，jijの， 1 '1同の， I ，.~I!文献を納~m したAえも J，I;本的な dfJ?で，

"'(Iq研究('，イ山J欠の.n'要約ーをむ勺ている。

[オランダ鐙民地省公文書索引およびジャワ官報] 1989 "n交に.マイクロ 7ィッ

'" .!l. ItされたfiH'式を日詩人したも，jiiX (まオランダi吋'I公文J}宮古川政の111納民地

約え:，'~ (198011:-1921 "nの・ぷ'J1.1i'以m!i分を納長{(:し.後 lilまイン弘ネシアの

オランダftl'tJ..(地政l(.fが 1928年-1939"1:に公イ11 したú-Wの ~I戊てある。

[乾後版大蔵経) 1990 "1'，皮に令 724陶 (M的"110 slI).人j"J:厳司t!教 IIU.刈 (5

mnを臨時入したo '1" 14以後の木版人:~~経で. 1657 ;~ilの仏教典絡が収録されてい

る。波文:の大必終で喜子阪本か保作されているもの(;1. l:iIJ¥l政とこの乾降1散のみで.

きわめてi小Rな資料である

[OuseJey Collection)イギ jスの外交l'fで東洋ヤ行の G，O出 ele¥'卿 (1770

1844)の111岐 J?の-i~ií ， 17 Ilt紀から 19(It*~にかけてのヨーロ y パ人のインド.

'1'近成への旅行記とベルシャ J々予作品を 1:とした 60..:.t.令 106IlIJからなる。

Ouscley n身のJJき込みか随川に見られる以なと" f:i料{ドJ!illi !i{[がr~:lt、。

[南アジア伝導教団資料集成]Io}jアジγ係地で{μjrJ.t月i1UJを行ったキリスト救l刊の.

18 111'*ιぶから 20Ilt*己までの"1:宇U，必会，，&の議・Ji鉛.往復文.1(，級代J「等をfTん

だマイクロフィ 'J y ュriffである

[Indonesian Monographs， 1945-1973]オランダの 1:，!・，IJfi.l肝Jl・以核

ヅ:研究，{rか必!lした. !!虫、工後インドネシアの社会科，，{:関係111版物 3.258.O.をマイ

クロフィ yシュにまとめたもの。内公はきわめて多彩で. インドネ y ア現代*の

研究!こイ、IIJクくω資料.!J.:である

[故今纏磁ニ氏旧蔵書・資料]広仏大字t先行m，受今組J!;JJ( .氏の逝1;(1992 'r!: 10 

JJ)後， rifi ~:.xの淡紡 300.. :.，，，小11V~2.0001111. え:JI資料 500}えを日出入したー近現

¥1 I域内 ・資料 21 
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11.:小l吋の社会史fif1. II~俗史民れらと多くのh:lEYf:lを合む ( 1')例 f日立・般.'HiiI

m 
[Tbe Daiber Collection 11 J本財究所15践の D'lIbcr (・:Ollec11011 I ，を締完

する， 18‘.!t!を1(1心と寸る 12(lfn!から 20・ヰえ初日Ijj1':' í~る r ヲヒ Í.:.ftのηふ 120

}，'，の!tl戊で 1叫γ.;r I.iJf ~ ・ イスうム研究にィ、"r欠ω 次勺れである。 1')')6ft: 

に Calalogueof the ，( ruMc MfUlII.ICTltls lTl the Daiber CollrrlItJII 11， JnstIlllle uf On何-

lal CuJturt.むinIlxnil)'of /(，k_yo. b)' I/an， Oaiberを!リiiLt (I~J(Hlド I r.t1 ~‘γ'f:校

tW11匂m
[東アジア宗族社会史関係資料:1147 シγ 令岐にわたる:;:朕 ~I 会史ω比較研究に

I/-<: ';';P'，~，j，; 朝鮮鉄.1'1J;、'X494ijlJ. r( ，[疋 T~ ~:~戸松討会史資料. IYiif IIH~ ・ 53人

関係資料2.2631mからはる 鉄.;;， H公.章人史の絵本資料とし亡1'1if(なt王将で

ある (IQq5 ~I 没・般必倒的}

[中酉西北文献重量書}以内. Ila-15III- l-j-Hd.伊郎なとの'1'(山'GJt地Jj(こ!対f

る.Ht ~と.地PI'. l~j行";C "j!!そのはかの指分野のJ，~tf，X献を制服し た日立川

(199~{1:段級以iiilï'()

[オスマン諮 ・トルコ筒年鑑定期刊行物コレクション] ルつにおいてはスマン

"沿よじ-9l11....ル 3Jiでf.í r された{k_'...・~，~. ，1.. i ~ t~l~・ド) ( 'f~ ~"llñ オスマン

千百il!<l時代のI刻家作~や. l'1j"1':;;' 白地Jj~Jよびパルカ Jに閃寸る公的t..W鑑認と.

rY.afi.託会.経抗から文化にいたる広汎な分野を鏑fH.近QII.:の内ア -/7研・先

行'こと てv仰の少ない日R訟ritllllである， (1996lf.I立鮫iJ:f;tjm
[西アジア関連写本集成11 J ガt・2レヴメョン，ロ J トノ人乍!Wiγ フ 1) ;力

6Jf*祈およびユタ i'["~ 1!人 -r所以の 7 ラヒ γゐを，1
'
心としたマイヲロワイ ';1';/ ::J. 

によるη，.j，:~J点。クルγ ン'戸から.法ヤ.えγ.IVJ、411111Jek-F.;ji教消'下
を合むイスラーム合01

'心とした1'4γシア乃!よ111・j(化 ，~..火の(i)t究にイ~"f欠の資

料である< (19961~'，変 a般JHliif2J

[中圏第一歴史絡案鎗所蔵河町代他家資料] 1997 {I.'ll:に匂~t!門官民fif1ωマイクロフィ

ルムを隣人しfこ。内t;は H'I'e:， I;t~HfI似政U "(r俊処UWJ~m令l吋水 f1if:I.J J!< 

fBぷ災出資れ 内E話l);t絞IIll. ~{I('J&'::::IL rJI問:位jtiElis創氏UlL'lili:(;踊11{;f， 

統符i門門家 '~Iはおllíì谷従1 ' 史郎込送，!"J目見性氏IfIJ 1，'/{ ¥:.b!i1R門!?:山口1("あ

る。これらは総数 T-JJI'j.Iこねよ.p('[rj第 -l，-r!l!..It.~~，fr ~1の'1'，('11公JZJ}の.fij) 

合成すむのであり. Il'i 代I(III~の政治 ・ :lilJ以 ・ 幸~ li'i ・ ~I 会のう}llr においてj.:)，めて iTi

'~tよ第ー次資料でJふる， (1 ')')7 1(:1'1 '~z，i\l:~i:f'm 

[前野直彬氏!日道管] -1.ヤ rlr~教俊Ijij'l'fiÜ彬氏の返よ(1明日 "1' 1 J J)後.小説話1

4ζa色を持つRl t主ωtJim(J51ゆ .'i44∞slHを浪人し戸タlii(';?:Oll!とれ1Jけた



".に1'1-.[[な阪.4>・をおんでいる (1<)!)Sitln: 1.ーグ-"/ップ支:lii*干;m

以上の行コレクゾヨンのほか. H})8 ~!"~~・ 3 かwにわた司て.)(鼠I í'î H学

研究1'1による総伶研究 γ ジ7地域の判、 ・，f.'tf'ff."造jの・毘として.rm (1 
として7'(:..n1.800 nflをUI~人(...また lC)(j lll.liから 1965 !n文まt'~r~1研究およ

び判定I~f光 f ァ Jァ ~I 会ω近代化と文化の決1\1) I において.敏幸lt して?HIの~!I-!

に労均.総欽4.7711111に述しt:。

2. 資料

ふ研究所の威厳するatif.IfのfHlのうt:..罰法t.;.むのを以トIこRl!fる。
[般代甲骨]本研究Jfrl!1r.ll1Pfh!.iXの・郎分からえ4る。百5・11.批判Jt(IL郎氏

川政の 1.70sl1で. 1979 11;に~W X' J"'.í:í 災{.氏より?fQ押された， :n .Iil次111'"

I~Àfm氏111肢の 393 )'1で. J 'J79 {I'に附人したc 気~ "，(立11h~~ fi二lllii.'i.'Htより11f

附された'2);でめる.fTIl-2.1031iに必し. ，;( (ft;大乍人文科γ:砂f~J折{二次ぐ. わ

か刊行数ω必~でめる。これは. 1~Jlll . *:l(~ ~) ， .総)l.iU!j~ r!-l!応大ヤリiJ文化

。fjIt，折WPI't之<j-: !詩的口J(!!!iI' >ヒ化研究・再現l{'i1983 {I;)とLてfiJirされた3

[中国歴史古銭 ・銭透] tl史}):.r..化ザ:院の必製品で.01fl:のU1i. ~~tt，J B!jftの和

銀 ・J・.... ;;l:"". ;: _.まり.Ut代のfth的l'i幣をlU践するε 約 1.2:>0点の.'jU!

と. 10.日ーは乃IU僚を合む (iNII!I") 

[中国考古資料] 1'."己のWIJ'. MfJ.以外に. Ji"i約 110 !.'，(， $~，え:. {，t t産など

の'mIIlJ~:;. I~ :f.). 1:;1，::. 1禅.州事H'ittm. 1:，~I(till'， I瓜仏像， t<JJfi.千ql~~飾品.

liWJIがある。太郎分(:t111 必)jよ Itγ・院がUI~人し.，þ;研究所に移竹・されたらので

ある

[中国絵画資料(原版 ・俊付写真 ・カラースライド等)]米'!'l.カナダ.欧州， 7 

"/7の美術白1 側人1ï:!U~が，f.法_ :.J~:~.':J. および[J，þ;製作の."l tiI*;:!白i に関

するものが t仏て.その他に米l司ミシカンJ〈学7ーカイヴよ内問八した"'1記絞，ml

の佼H勾11.!的支I司、，O:.fヒ助研究所11;(阪からの俊iP4fiて3J;があり..IJUf約20力

JJJ、にのぼ'る。!-I!i f' ? )( t1V; {.ン 7-m吋'として 10ffllのm止が 1977-83!Ie. 

1~J'12 !jc-98:"のI，LJJ~にわたってJ'lJii ~ )，l. 1χJUは点以人 tlf，険会主り rq小4絵

11111総01主防止J(令ヨる〉が 1982"1'.-83 !n. r!I1J 続制..(令4ら)がれICllIw-

:.1001 '01'の1，1，11交にわたョてliJirδれた。

[中国湾代 ・民国期の文書資料] 17 w*じから'20Ilt*eにおよぷ. Jt J;lをはしめ必

I}l) . uti1!' . t tj， i . Jl!j . i. ・o.I或111むとの1.地之内を中心としその也公弘文J}

¥1 fiJl守.fih 23 





公n日;待出

~.;研究所では創立 60 1.'4it'にあたり. J.\川崎するアジア研究('f，が i従正ヰ米~. ?れ守「什lの

'巾lリ11ド川11η1サi仏う分H'

知f的|内甘スト y クを， 一般にli'J1; て、n.l~ な J[;で ÍI、えることを LI がj と 4・る公IJIJ桃14i そtt，ì

めた '1001 'ofl良知 11"IJ.lu下え化研究所公IJ}Wt;f小.の滋口は rアジ γそ知ればl'tW

がはえる アジアのさも』てIJ:J1m状泌!;i欠のlI!iりである。

:ZOOI ll' 12 JI 1 Ll (1) 13:∞-16: 30 

vbi~ ヨーロヮパでふ 11~..でも. インドてらなっ. ItJI1~の絵lI!1l 七 !t?

講師-小I1泊先(!-I!:l ，;ァ笥11研究部門教授)

r終絢~IIたるイスラームu!な

6IY;CI]I : ;tJ 111 " (，14 ( :Jγ研究ilflt"J数段)

2001W12)j2R (11) 13:00-16:30 

附JfE 焼き物のt(¥. 7 y 711:"泳ぐ i;fbと;たの人矧午 ・ことはしめ

品白ti:怯11・ 他(汎γ ジr研究部門教綬)

文必中断小説!こ'7:...j:匁l必

議師・大木 bIi (!.Hγ シi"~ .研究都内助教授)

、1 閃11. f.it; 2ヨ



A 部門研究

iH.アジア j~í~l"J 

vn 研究 ・教育活動

fl;t i下之介

1111 t I !リJI玄
..1.1.: 11I'l 
11 、J

j臨本 +外・

I l!~干f1U!.

1¥'，14>: J~f大

r，'jl出 ~'(I
Ollt 10 IJb・，) 

'~!l1I -t郎
01 It.y fI t-Cl 

7'，1'11 先日11

約11 グ

松n {:ぜ

!品~-1，; サエ
OII"llllで}

t凡アジア泌門Jまアジア土いう対象を.経済学 ・政治ザ:・人えJl!!fiP.''[:・文化人矧

，，(: . lt校!L12!という社会科，、(:・人文科γ:の11.:'い絡聞にわたり，例fj1h1j・IJ']分野なら

ひ'に学際的江f;Ji域のjll1論とん・7去に深く l刻わりながら研究をi米化させている。同時

l二このiifl門ではアジアのアジア餅究nとのネットワーキングにも)]をiIーさ¥アジ

ア研究の地統的ハブとしての機能-i-j!!おうとしている。 11-1，;ら.f{1l.!な研究対象と

している

経済 ・絞，，j'研究分野!ま.アジア“お11iJ経済允f.IJiの夫容:lE{，ドjな比較研究を.iJllして，ア

ジi'.nf 1<1粍洗剤必のアジア域内およびtIU;~における[~~際的!\zi;:{づけをゆi らかにす

るととむに，欧米で従起 ・以11日された終抗允版協のIlt仇;"を試みている。 l同際政

治分野では， アジアのIJ~際政治の'た;;IE的 . Pl1ぷrr(l'.Jな研究をtl'j}j(ドjに行っている。

人文具llJlIl"{:lilf:先分野I:J:，アジア必l白紙におけるフィールドワークに)j~づいて. そ

れそれに災なる1'1然烈績のなかでの人びとの11'前のすそ体像〈目前くことをz試み.そ

の，iêi必にかかわるPM"~研究を抑 jfrすることをjJ]jしてアジア地域の lï然と文化の統

のがj令I..f.:を担長引することをt1怯とする。文化人13'l"t:研究分野は.アジア必地域の

~I 会 ・ 文化の比較研究を11的とし ミクロな地域社会の11'/常生活をフィールドワー

クのノ'ïïlでつぶさに I~J らかにする);Ï去を tr:: lI ll、て. ドからあるいは内総から，

ょっマクロな計会の令f-t-!設をμ透かそうとしている。比校!ど忽!砂「先分仰は，U[ア

ジアの!41忽!公if，tの1J1にみられる. I'J:i'{:文化闘の諸].(肢の!ぷ俄(1'')特徴を研究する。

W 研究 ・教fY活動 27 
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アジア杭地域における礼会 ・文化のiA-n過FC

アジアム高村会の|市IU文化とその変災

|対本 !l(¥)'.: インドネシ 7~I:会の統の溢れ'

れ手11 >~úrl 1十Jアジ γの:tHII見i係とその変公-

アジ 7 .ilíIIQ料済~11'~の比較研究

11;( i下之介 アジアJ(íll~の L:t化と I IiJ際f1ら1

池み: yi'l. アゾアにおける所iU分配

出.I1l! 然 保けjrジアの政治文化

アシアにおける政治変量}Jとl同j務|対係

tf'ill 不 アジア木、1q下における以 1・ fヒと II~際関係

川Ij， 1リIr玄 !.kアジアをめぐる 1:製IJ41llJの114際政治

fJ;(川 米自11 アジアにおけるIq際紛ノJ'

111み: flllli アジアにおける11ト界システムの銭角iJ!・統合の分析

アジアにおける段段と'Lrjfi文化

総)1 f位 l川市アジアの生活文化

tT 22 点アシアの'1).広文化

アシアにおける!.l.U:!.!• x.化のlt校研究

!凋，-f>: サエ 県iアνアのlt校!ぷ氾!

Jl.[アジアilli刊J(第・)

‘v事事 院虫11

{~~U干i; 'f~ 

~.UIII HJJfil1 

11 tÞE'~ 
同年創 '1主的

所{ド ift，L、
Il'L 匂~Jlま官》

J;i;;143人
川匂 .111 I、E

山人

ε
ど

怖い
M

ん
£

り
あ
川
川

μ年
安
t

山
内
出
向
削

L↓iアジア第.ffli門iふ '11114. I~)J島ï. 11本，ときにはベトナムモfTむJl.[アジアILt

wを総体としてlUり Ltf.社会科"1:! ~た史料γ:的ノ'ji1;によ、てjJ@ぶから.!ll(I: に-\，

るillIJ態を犯併することを11伐とする。この研究では.とくに点アシア第'.1'.11門と

協)Jして.予際的f.i.地減研究による'1..きた令体像をめざすことはパうまでらなL、。

研究分野としては，経済・ト1:会，政治i必f't'. f村1"と. ~，Ií・を~合し I !Î!アゾアに

おける l同・~怜\}J と社会事手消情j告，を研究泌:liJとして J七[IÍJ liJfヲピを総事んしている。

このi'llilJI Jでは.r 17 Jlt紀以|海底アゾア公弘文;J?の総{'i(I'j研究マ(I:fUi従ド). ';1J 



血r~よ銑n会のi~iさとその変li1 ( ur下fi・D.r 111 1:文献*叫とそのJ!I~:史的背;;t

( I 任、I;~~)τ;の研究HEを幸11総し)，:学内外の協力を{!i. ぞる2 して研究をすすめ

ている

tUγジアにおける11<1家伶・)jとト|会粁済的ii:i

、I'.:~~\ ~手口11 " I[q山(¥::'irill、|の形成

:.1.¥ 111 1 1J1f1~ 小川近lIt. .iLi (¥::のfflj々と制!立

';:m 同公: 近代朝鮮り~I 会ffi完備iZi

前ト武.4L [1 ï~叫近代のWM~ω

'HU事 Jれ 現1¥::1'11111の法111と社会

11 t裳ff "1[Qt1j(¥::の干しと社会

Ji1;;j 将ノ、 Ijl[IJ8(¥::1川.4ttf131 

I"~J・伝あんと f削減lVl11111、lのυ;i11とれ:会

tU7 シアi~lW'J (m -.) 

日ILr 何 i!54二 局長 I己的 .k11s 人本 LJ.i 

小川絡先 ~!< 欣
(11符 I'll 

見!-lジァ;あてi沼門lま. 1 I " Iqを11'心とサる*アジアJt!!域の忠思.:ii教. x.γ x! 

卜1:[1-研究対象とするìJ1SPIJで必る。緒川M'1';;としては rw、民文化の jf~1戊よ以IJHJ を

.\I~ :.'íJとしているU

-般に"'Ii~では . 有U)エ 1 ートとえfヒエリートとは分自をせずに悩rtL ており，

したが勺て村iゾJエリート tL:((ヒをt:ilJILC.庶民はJI'文化的|許制とみなミされてき

たc しかし.庶民は文化EEiuω勿)H:くり匙Lてiiい， !?[JJエ jートの.<:化とは

氏自な v庶民よft.を'tみII!した それ(;lf?tl))r. 1，ートから!主JI・，1.統的江よ化と

みむ志H.偉く.Q:設されなか，たにゼよJ，(tlIi J J (1ドJ1行向をもヮていた.!ff.l ~文化，

lよJZ怖からlItぶまでに形成され.1UL以i殺にめdましく発ItH慣れJ出)jに広が勺

ていたと符えらuる。

ζのぷJ泊に対して.俗研究分野でl~!I'1の検Jをするととむに，J '''，，1 Lてその前

lリiそめ3iしている。

明研究 .~fft.ri動 29 



30 

!梨アジアにおける庶民文化の形成とlik開

r I 1 おi

ト品本 秀夫

I己的文lI{j

大木 .お

小川 ~6光

張 欣

I判アジア$III!

仏教経典ω民衆化

JI:'I(l'tとしての絞ヴ・

i1.LJJl代"'11<1における小ぬのdm

町i代のf(!、L(え;化

1) 17，'Jω~U!lrtllぷ

'1!γ シア i ド界ω(i~人 )::1:

IJlI納作良

I:H 勝彦

Ji焔lI{l縫抑ni 悠小fjI 1)えF

II<パc，1，;th 111制作集配I 協:ft!
0・IH111，・・ 、 "0 fl ¥ 1I J:でB

人(J I~.:jム 久米 I~':J~
0)'11， ))f * 1 ) (014・4か句3

I~jï・ :/Y部門O. インド州大限をrjl心とする狭義のrtuシr!包liaととむに東南

ヤシア地援をも研究の付属良にしている。この地峡(.t多誌なaJiとXIヒをらつ人守

が?支稚な衿会を形成しているうえ.人部分の回今が:な米のh・ih;ft!!乞ぬ:を経験し第

次大戦後に独色合~1ち Ir~ ゥた t いうI'J~的経験をむ qてねり.ζ うした。Ht'ìの

1'H断なしには射状のj巴j~; t，ィ、 IIJ能である。このため， 本f;i;I"J~;政治 . WJ1 ・ ~I 会 ・

:文化などの広範なうH'flこ;f>たってこの地械の泌よとJJ.lイ1:)守派;1<:・1ることを八.ill1の

辺地としている

このほlt!!から4>:fflW'jでIj. "(ンド'JIi入院と!UI{-jアシ γのU..}jl;'またがる rmベ

ンガ11.-湾地岐におけるJヒ化 ・え切の-:o1Lというテー?にむと弓〈研究をi住めて

きた‘このため年にUI":.ffli門の措岐llb!参加して.このテーマのもとに郎門研

究会を開催しているε さらに. 上り特fヒした分野についてのう}街全保めるために.

Jfr外の研究れの凶})をiUて仰訟の研t.:flEを組織しそれぞれ析しい角度から問題

を伏起して!'tl必と')，f nlEのM.hli\ らω検Ir~J を行っている。

f}，:lベンカρル的地Jl~における文化 ・ 火: Iリ l の公$:~

，k/l己I，;t:~ I'd\: イント ~I 会主主を式



1:村勝12 8f¥: '(ンドの文字七 ~I 会

ti I~司 1咋 Ilif¥:-1'ンドにお.2る!よ，1.:也!のIlkllil

持Pì~ 悠 近現代インドの従前倒.i.1j'

rjlLH IJ.父市 fンドにおけるMl(地_kflL!r"，制とfl:会的jj1

初l納白 山 !-I~L~'γ ジ 7 のlIúL(地J<jlIL!と n会経済封尾道

'Ij f.己 IIsUt Ili場体制移行ドのミャンマー12付経済

集約 J氏誕! 栄{jアジアにおけるインド{ム説;C'j之の受行と!!?c:れ

人(i I~':jぷ の11イノド尚人とインドの... ~ .~チ政支

久米 ，fJjd: tL'itJ.l I '!tょにおけるアジア II~際紋下

，I!.jアジ7'ì~~PIJ 
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桝九.1 )i_，子

flli アジアお;fl'll:!.γ フガニスタンからトル J ・ エジアドまでの地~t いわゆる

111近取を研究k・l'裂とし.あわせて内開γ シナ令む対象のなかに{!l合するe この広

大江地域の政t.i.HiJ守.え;化.社会を.ヴ:際的研究によって総代的にPII解 L.そ

の特質を向洋lリJ1 ることか本iT古門のl!IY-Jでめる。そのために伶 1'1がj~!I‘|の占.幼から

側人研究をfrうととむに， IJ~ 7'ジ γ 文化の!if.史的形成と-!!lr ¥: (( ji， 'lU& Jを共通の

研究:Hi~1 とする共I"J研究が:kbをされている

IJ4アジア文化の!1d!と的形成と初代的。正!w

鈴A' オスマン1i7114の政治II・12史的研究

W't 受託; 近現代アラプの科会桜抗!と研究

*1111 イラン ・イスラム社公のt!i徴

世W Ji. (< イスラーム地域における五術とn会

後級 lリl 初期イスラムトl会史

鎌111 ~ イスラム担II+t.，I，ぷ担!の悩1;1と!以l泊

ぷゐL . )， イスラムIltWにおける勾'1'1の研究
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γシγt'i科学の術祭

klt 栄治 近現代γラブの社会経済史研究

~dl 1('N守 ~Y シア込・形資料の研究

f町ドバ.心 保γJアえ;献資料の研究

，r:j r.l~ サンスクリ γ トえ;車kデ一世ベースのrむとの研究
人111 行 .iI.iもれ;ァ jァill築の比較'l:(J(J研究

i米 ~Wi利子 イスラームif!3s'jれ'!ieE料の研究

川r:，成之flli *γ ジア絵IlhlのIlhH象分析のntの研究

鈴木 1:1fぶ fジγ19??:Ljt教文献資料の研究



B フーロジまクト研究

先錨地域研究フロクラム ，-*巾アジアを結節JJ.1とする妓際γゾア交弘 ・

交抗と移民社会ω役割

!.RI対ア Jγ{:・粁111"，1る人.物， l'i'll'f. え化ωI或際{ドH~!lY) .公i.ntと. その似体と

しての移民社会(lii:人系. インド系. γ 才ブ系AUど)の役'，I:II.さらに城際交流が

近.11HI":の r.)7;.刊川が!会りl勾ffll嶋Itlこ与えた彩符を‘多tflt(-} I二解明する。

l'H.T: t. I/.I納': ・!出ふ本'1

'Jリ11 桁ic '!.Uo I 砂1f~1 111111 IlJj i~ i主将 ~治

J;J川 Ir 前ト 氏ふ ，刊紙 !!l{Ujt， 制Pl'!i !悠

新分野開拓研究プログラム アジγ;n文化問の:Y'じが:1)νLを求めて

逝Lかるよ*へ

1'~I{k文lリ 1'-: の必

Jよ!同J(ftを¥まえて. γJア的なもIn物的~.;z化JVI:の条1'1・と， '1能十L~. !ぷ忽1・:ii

fi itBF113ミ学から計会的 ・政itimfi的研究までをむ包み込んで符るむのである

wrι 1己的 文附 ・凶4..: .!!(Uζ 

1荷I:子'I<ノIrlW!t

L十!勝135・ れ干H ~~向;

日:IU 相7

t.~1λ j号・x
S草川 ~~ 

、I;j，~ f，語自1;

jよ成述拭研究プログラム 「アジア的人mJ n~克系モデルのiAif誌とその

文民的検川

人HUi，r;JUJ と同幼変化とのIlUの.iimに|則してi'ジ γにみられるH~I，をl>!Jjjj併究

会II!IしてjJr11 ¥し. 人mJ r，;'It.(l系 としてモテル化するn この{:ヂル争以織とし

て持続的mHtにi射する'J.r妓tY.J)j，.jH: m~iする
iilUi 民l 1下之介 ・恰)1 鍵
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.tf 1111 

‘". ，rHU事前

ttr1Wf.U研究フ1ログラム アジア必社会におけるエリートのネ γ トワー

クと文化l<~良 比較研究のぷみ

近jltt;‘ら近代にかけての7ジ7JZ社会のエ U ートの比較研究を.彼らが形成し

た手 J トワークのあり }jc‘ 彼らが，佑色H陀Eしプ之ζ文4化ヒJ去主象のも銭主l態宰の ..'九E

.山、.アジアのエリートの性的について新 L¥ '筏ふを備築することをけがjとする。

WI r. '1"1' ，戊FF・鈴木 信

似(1 '¥"fIr )，木 I，]i桝wu子



C l~JgJllq際 JI~I ，iJ研究蜘明間f

'1111~社会の変動が攻!ますアジ 7，Jíj1<1へω影符の研究

{iP.} k.乍アシ γ研究セン 7~ とJU. iJで. 511'1日1にわたり行港研究フログr.'1ト

ならこFにγ シγ研究手 j トワータ形成フロ jュクトとしてすすめられている。

lま研究iI!、'itf. -:・ lYF外の研究!tb)J<O

tdl~ j資ド氏よ:

'11;I:t~ M~と 、l'与う 降Ull rmr事 Is "・川:~ n人

.:・ 1.』RA〈 主k 民主l玄 ~.l.:rll IIJlilt v 仏A~ !ftt 1: 

.:' ~ (r~ 珍 山 'i'¥;n ，戊f 'ó' 飯r.~ j多 す宇hU'iPH{-

l己耐えlI(j 人本 J，U 小川 俗プ己 lilll 事li

・1P:jl-111災 }jll納作山 afJJ紙 H日経t ぐ， I直+'~ fiI" iJ ，Odf l，_ t '(') 

鈴木 ，'t( !tJOdjI 本~111サまでエJ Jl;t ;宇之介 111'" fI}11主

lJ;lIlI 介~(!I: ・Jl: ，]j;似 紋ft 呼~t'r ・陶'I，i;あんど

欣 111本t~ 初也)1 t ~ 11 b・ら
十 C.A. Danieb 

激励するイスラーム闘の政治 ・ 社会情iii-の~~宇治wの研究

l同 \[L(~.?IW物館I叫史研究センターと述!Jl;:.. ~IlJセ J タ ーとの1tkJのトにプロジふ

クト会.iiirしている。

会u以 鈴木 1代

‘1'，みう J革心11 .:.議 1武彦 日111 ~ I.H 彩れま

Hllir. 悠 /jll納作良 'I<. / Itl，j.t!i i変総 lリl

tJk 111 ~~~也c ;J;j 111 抄*hl ぷf 10主f事後r.i

.:. ~本 )~ +111'，，，11'1¥ (. ィl、;決能人 .~ ~ r，IJ水干IJ:ム

.:・4公1);¥ 11:紋 '.・小杉 !rii +木村 点的 .;， J.¥IIII 1:( 

相|lMi I'.~之 .:・FU'，・ ド品 。:・ν1.Sadria ・'1'111 巧

"・4江JtI! J.iiU!. 11;( 仰と介 |対本 wペ犬 怯)1 他
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12ベンガル的地域における~I会 ・経済 ・Jと化の交31iとtl，:1!必

へ"11 ルìf'H:以内~ ~ Itlアシ γから!.k:有アジアにかけての引?を. J!l! i' I の.cl!1~

を持つi也減とし Eとらえ.地h.xl勾の代会 ・経済 .;t._化のうどjlie，を動をJ52h“寸る

主W< JJlf納作良

.5信1I{j$jt 初部 悠 IjllH IIX'-;; Jt.J1.{ PI!詑!

j-j.t勝彦 ノ，j<llrlWh ム)l1I:~ t井，iJ γ正~~事!日H

.;， 1'11 f s， E lJ;t i下之介 ;f，ll Jf: 111"1 IljV~ 

IJ;lIII ヤ印; 松)1 健 関).，: !K!人・ 併to1l4向込"1 サ .r.
地ノト '~i '1 .，・交政 4ヒ
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D 腕研究

rr '，'，-I"J分野の研究を側近しJ両外の1iJI'，'i:1'.'とのうどbtiを深めるため，所nをur..と

4 る HflìJf'先会が特定のテー才こlとには~く品交í."( されている。 JI月外の喜より11 r. :ζ(;t見4

Ji(人ヴ:ω{出，'~í1"jIこkliする 研究fll"'， 1'. Jと. その他の数行 ・研究峨I¥¥J:こ同する

ωf先協)J{i JのM..}Jがftまれる 1 !199. 2000 I，I'J 1p交におけるIlE研究会の制1絞:u¥

t兄;ま.d:.のとおりである、( I.i.研究111勺(i. .:.!!研究協力行 述小でI[r~~の

食わ，たr;については.変t疋後の所WAょにもとれ、て分;Jt，)

γジアにおける地域r.去作業のIi)f究 I f( 1刻4>:12棚削Q"CI~ r 

アジア終I也における染 ・級その他のj也!l，，!1.主流。業の幾つかの (~tIがJ'J ~ (，仰を7・え;

化人同予.tthTJF. 美術[~:の悦... I.~ 1':あわせて研究し.その-!llf}.:. H~:史的fTi;t.

今筏の1e'阪の"1能性を知ろうとする{-のである。

1対本 w.u，と 訟Jt 知 ，:''j f:i Il{f鋭 t也4>.千，'1.

r. Fn 克郎 111 ドl"~，iJ ÷小て京阪小伐 ・抱川光ff

.:. !JI桜ふさ尖 .:. ~f i I人 .:・ 'I'?~ ':<'1'- .:・水野広Ui

γジγ決織:tにはる地域のγイデンティティーと11<1際ネットワーク

fff IIH4-J剛向 'l/;.~~克正

γjγ行地における公 ・隠その[也の地助 r~:~lt~のま豊つかの {~l.(((.J'Jrf日j告と.え

化人:Ji

今後の ~~'1~の目J能性を)3Jろうと替るものごある，

1¥¥1-1、関大 松)1 {佐 j也..j.:、WI二 tr~係 li(lMt

%引ljι011 ::・(JI餅J・3L .;. " '俗文夫 111 ドì'~I iJ 

.:・J1.，11I1 たが ':' IJ 、 ~~:Il;ilJ、十主 <.H 11'* :. 1二111 1I1t! ( 

，:，1111 1 f'IJ.oJ.~ ÷十~-1， J，I)" 
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l対アジア北部における人~Wt的研究の Ilf倹，，';t I氏名fll畑町糾

1990 年代の政治的糾済的'e.:f~Jと人減"f:に対するf1~民的思fl/II の 11'で1IH't'r[的に進

j必した 11 -1玉ぷで J:かれたIyjγ ジアJtì~jlの人矧乍(t%Jf':先をそれぞれの，J，'J1句会ふまえ

てIT}検，j.fし今後の研究の)jli'lf'l，を1IちfI¥すことを11t~lする。

1<'.利1 克郎 ・:・イiJI. i'.I] ・:・1.杉妙子 J・(主総 j守中

・:・念"js: ~K-:・ 'Ji~f 'i'己

lI然資源の制イfと手'I11Jの比較礼会誌 t;1' 絵J!・

U1l!を{乏しめと寸る111471tillが地i或付会においてどうのようにf，{I(i(，f，イj，桶

{i)されているか，ょた， kl筏と.のように手'IHI(，'j(j，川J1])されているのかを

比校する。n然資泌をめくi るれ会的u百:I，IIT!!:が，そのなかの社会制J&とどのように

からみあっているのか.そのは以1><1をつくりたい

絵11・ !ぜ ，k / J己U!t fr v小iえ谷(i紀

'.・須藤健 .:. i主lJ;i i敏 ・2主tH f:l- '.・ず¥，b;i flJ-Y 

.;. (苅谷 人; .:. ~ltl y; f -:-t17ifI ぷ-8t .:. tuf fi {t !l! 

':'~f林 l・t.止、

情.iJ1凋髭ドのアジγ粁iXのl必匂I 1 H. J以印刷匂 'l~時打

アジアlt!!減令I~でJ.l!i llll :Sれている対抗の偽造調停政策ならびに'"場料抗への移

行について，その城公 ・111iEU.tをltr.M&ぶから解明している

1京洋之介 池本 y;/1ュ・':.~~~ド j監fr .:・今~jl' Ih*~ 

e事m良樹・〉智rn 11二I~ 永fH 1" .:.~.lJt m. 
・子.(im lH~1 .:・4hft 逆 } 11 '''''J 俊雄

インドシナ 3I lij移行統的|引の研究 Uf Jf，i (畑， fl 'fl.li": 1l1.P 

インドシナ消I司lt今.社会 b&WilからrIi J:詰綬iilへの移行と!IIJO!fI二グローバル



従前に~~~~に統合さ t- -つあるa この研究の11的lま.，Ij.i:括経IAのfei.fという鋭fi

から.ζの地域経済を多凶Iがjに検」・1する乙とてめる3

11;( I芋之介 Tt主，j.. yill.. fx川 i l' • ・:・ L:HI 11M r 
・:.A.i'f U{I彦 tieJI rlIQ'HlE .:・新谷 IEI~ 日1jj!J 俊at.
.:. 'O;;; -1~ fぜ. ':. H.i JI: i，'j ~品川 QI古I .;. IVj~長久人

01 ""Uで) ，間企1"且b・0"

アジア木、14iにお[Iijにおける 11本外交 I ![ 1行r1 

アシγ太平洋諸i司{二六きt.;変動をH験しているe 本研究JがIÍ(ま II~のγJア外

交の'.tidHlf完をm告すむのである 地i事政治の枠組み l反アジアJt!!~. ~iJHアジ

γJt!!J或.日米関係などをう}似しつつも.今j，j¥{'慢を浮かび 1:がらせるような研究.l!E

-j:?をl買いていきたi、
1焔行初l打I 孝 fII日lド川1リiド1 I巾川リ別I1広主宝 ，)j以』心以i江川川1Iω11川11 令伝;郎 l山lJイ本、 sJi~γBf.γ， 

11山11批彬5 進 イれ，J川外|卜 I仰川リ川1 J 1
'
山j)/.城占 {け1(

*アジア ・ *1椅アヅアをめぐる L吹(141:11のll~際政治問川I '

~!アジアのl同際政治の分析として.れII~ω対外政策決定過れを比絞分tlj'するた

めの('"~~をíiうととらに.冷戦後のJじ点アジアをめぐる n米中関係のI~ml，例ar

、r/::，t，'j勢の分析をiiった。

11111' 191診 111影 iffi .:・浅町 .:;~ '8m JI:.)と

・:・fJl¥JJJ ，i:: .:・瀬/;j :iJi. 【谷.hU'!PIl r- .:'今村 弘子

IWII -t郎

Iltwシステムの詰まtPf' HE 111'1' 

IltW史上に(IAしたさまぶまれIlt舛システムの特徴を比較分析するための作業

令続けている。近代WWy ステムとヨ-U "1パ"1111:の比校， ，1)代"'I，q， イスラム

IItW.γ ジア海洋IItWなとの!t校合ii'うとともに. PJ!.l命的検。、lも)Jlめた。

川l巾iドJ 1り明~ll彦玄 守干，主吟与 4抑語約l自郎1耳邪11 首汁杭'1ド i氏氏ぶ 鈴A本三 f 

l卜a付 E勝華』彦主- 似111 ヤ自11 Ilj本 有Jt!!.
01句Io:か4
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アジア比較文化研究のj占総rtH l!E 附ギ‘噛ι宜司終

比較文化‘tその凶fかどから.かつてはI吋妙;資料につt、てAしみれる ζとが多かっ

たが，第 2次大戦以附 I.t.特に γ シ γ 文化の多係十|二が峨.J，'~~ Uるよう 1':なバニ。し

かしアジア比較え化のJ，ç!d占fi料が Jj;tに~められたWf!liJ IDI :t" 1弁'f!lに近L、。そこ

でアジアlt.支え{ヒの....Jjl! ~ t!~ 1 .'~ûl~ り 1:1;1'，時f足1'i!Uをれることにf，!.!'11している。

岡本サヱ・:・ 1m雌~(， .;・111;必勝美・;ー小iJf 杉

・:・内11;t A:tti (H生協 ，1，1.以秀減・;./ilIJ ~.!.! 

令m水 ヴ: 鈴木 i(( 

1[111ヰ1111:;('.('史料とその1ft史的TrU llE '1主主与

行nがそれぞれのテーマで険ルlそillめるほか， 111 1:史料と{ム(i'.N1との|対わり

を地道に祭るf'l:"取をつづけて~ ，る。 fiJf史料のうち/，'1.ムl二ついては・定の成~か

iUられたので‘ このζ とのむつ'tu..!ょをさらに筏る作文に行 rL， i 1) ill.'tf¥:の/五{孟

凶係;Ifの検討を始めた

‘t.勢隆[!J: .;・竹内政治・;.b;! :;< (. .:・影山側iI叫

ー:・鶴!日! 自Iy' :. I:~事 JじりJ .;・谷 ~(d :・作~1 1i Ñ.~ 

，;. 81)司 将人 '.'熊n. j必. 心近t事 It;之 .;. rr.i:長成Jヒ

11 十hl'L '.池111 "H .1 
4田制Q孟Cl (OI1I'~!，・ら》

内法』ii1111-yy:術資料の，WdfiM究 HE 後藤'畑If; ，~純 f

iT. 1'.技大犯行数段か申~Iiij に内法，1;で 1ê!lil ・ Jt< lU.. た学itrfiqゑ代検しそのII

Uを作成することを， I~目jとしている すロン ・スム1111: fm 1866よし r'i~ I$iJ問

地!fU，~llj t資料品.，.1，'，の 1， IIj伐とデー?の.I~.~険 ・ '~pp.が光 (L t: 

後最長 iリ| 、I;.j，; ~~H!II .;. ，';I)f]将人 ・:・H f制if

÷よ:i償禿〈・'11!.!.αん



技研 版本とう}じlのIiJf究 !:'[ 弱小. ，剛年度先‘'脱

近年tら.1hd(い(;tjJmJr 111版されるq，え:，'iln (;t. jf;i.t，こ例そはない膨)，なIII~ζ の

;まるεこれむを勾1{n!に送別して防人し. 11 Vl~からωfiqと ftわせ亡4，{b (i~Jに話

11)できるように~PI' 寸るか.HC本的なむPI'11を倹，pt している

iJ34ム {:;r~ lちト 正によ、 f.HUfi 恥 f.LI~ I'.?~と

!日111 II} I!，I， yl，~ ~年自11 li 111 持i 尼崎え:J1{j

J J、"1 !M.; 以ft ，，¥1吋T 大木 tJ~ >1'11，;( 局以

小J:~ ，t~ 大l時 }'l也 十111 1U~ J!s :m里 !.~ 

.:. ~!! w .:・ ~(lllì S5 ヨ2ミ

'1 '11、!神社:"ftsekのIi)f究 . ，r ri:Ii 1 

'1 :.uJo i}l'fω研究r.の協力そりて. '111 iiI初JUWjÍ~;，~.IJである nll:;~~.uの会比

企すすめ...Rilを :'1!7Y'.:c化研究所t己批~J に順次泌板11 1，. 20M tFlfrに(;nU，f 

::C ItJでt.l'J}ljrrIIIIJ~~思句研究』をれJir )';L， 

丘111 tfi 十品ふ f号1ミ .:. ~11j'~ ~:~ ( .，・小111 F革

.;. L'て川 'i'fd.: ~・ 総lJ;t 印! :. I :""~ I ¥IUJ .:. {J!I 修in

-イJJI i，'j純 よみよ;夫 1: S-f)~ ドキ!~
冊、宜a

'.・hijlll ';": 

4・ ~'fL鈴.鹿 4・5h: )J 供
-:-J3〈1内年度か乱・，l宇一 "，. I~回ν、;争宜 'y(;J.t 

1980 .90 W代， 1 1 11、|の!UI! ・ 文化 ・ 7・ ~~I ur I{的

q1[1ijの i円BO ')0 Iト代は. ):{t令絞のA~ ・\'，Jめであうたが. その tl~.itiがj変不の

級制とそのC、ø~.{をとらえるべく . .\!.t忽1 ・ )(学 . ~I 会史乍 . rh学などの行分野の研

究r.に主句イ Yオロギー分析なとωJJI去に主る研究を進める

10与えII{I k.木 Iぷ i:1I1 筋肉W1i Jfi: 

k. 1/t.j丸山・:'~ii n .:. JI.d l バ 史 ・:.liJ}~ひろ f

.:・妙IlJ :. ;~t } iU 失エ ー:・ ~U 欣 v村IIIUt:自11

千茂 木敏J、・:・lJlJ 切や:引1 ICL笑 ー:.，質調昔伶f
曲 t密主.，.' 00(:宮 l ~ 田匂宜a

¥1 研究 .. f'df7M~ 41 
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III[I~ .九ミ {j'代の文つ:: q- Irlt;~ 

1930年代を小心にしつつ."ム<11'1吋.lJl1t x:"{:の実fiH(.JなiVf先をLI ((.Jとし。 様

。L;r現代の怜EiZ哩'+1111ζIiJf'fttU :'l~". 合rNなどを i Iう、まに.IItW.のI，i)分ffの研

'先行とののf3E4ど l~t むm紛~(内 !;;;.1j う。

J~的文:II{{ .;. "，，，111 自民 1)1隊 14E山 山人o‘tB!宜 "f:子
0' '~I'_ t t') 

~1Jr.H )(俊 .:・近"民 自む，設 想t!定l主ゆ主み f 'o・{弘治俊彦
回 ξ

-:-rf。i;水たFTEfまひ-!!JS .;. (1* 紀子 ItHl F.町1 令似! も~
'1;主a

厳j十 i'i ~. '.・姶|崎俊治

) 7 I1t紀以降*アジア公私えJl;の総合的研究 日決卜

見C作文化研究所が!民泌するI.JI.IIIJlfi，r.9 1:コレクシ習ンのl.lU!lJl約文J;の解必研

究から111允したみ;研究HW..その後見!ir:"i:文献セン y-Jí~WJ7どにおいて解UJj ・

11主去を作成した。その他1向mJ( L1・~. [lJlI文，11なrを主主統的ι研究寸る

i資ド武ぶ .r~~u事 l U1 ・;.t'j'ノト・ '/i. ・:~ l武 式1，'):

tjq正夫結・:・ I111 1，;・:.，'1'[11法制 ・:・必1: ω
・;.Fut佐知1(. .:. Linda Gro¥'c .'ー久白: ぅr ，:W 問!と

{jJlI 1下・:・111トt LIi ，'.1.¥111 IリIflt .;.令川 I.'!i:銭

.:' I与 亦JaJ .:・11Ij;h-来fo
OIIII~h.':') 

"111<1法研究におけるI，'，j(J 71.史研究.近代法史研究成ぴiJ~.(W:研究の

総合の試み 1([ t6JW: 

í，'[ょ~. [11同法研究においては， mA~までの悶fiil史研究と 1'J.I'I 11:以降の現代

i1:研究との対話I:!1分でIt似しまた.iii肢のあるこの，，1;1r. jニJtし.近代仏!とEJf

ヲピが下級であーた。ノt>-Wf究所においては.I.';J(ii.t~とWf'Jì:. ili ItiJ，ーとuJf:冗..lJl (tll~ 

uJf*の :.r，を主.1，11;させ. riflll~ /1: J 研究を行うことの IIJ能1'1・ 1:. j:正る。

Inj見i'~ Iお ポール f..r..ン 総JJ;ifiUJ!11 ・:・陶'/~あんど

.;， tI J付 JE人内w;，リ1 ・J川 村 山。Ifr&かI.J) )1 斗!tか，



IJUiする巾I lq訟[lhjの包括的内検u~t • (;:'小111

"j.HEIJ.. *アジアエ術研究斗:前政iJIllq*:土肝1"よ!'H'i科を級t・t• jJj‘人させるため.

IItWの公私のr l lj!~絵!lIJ コレヲシ η ンのJ~(rl!tl彩を実行するほIlfiをなす。 IJW.m 
.次~日(r'.)it'J伐のbX.!Jミをポ Itて . rl llj q*~lllij総代以!録絞曙，øJ の |刊行を終え . 1収

にむli'.i欠品~l'i をI:H給している

小111 桁光 敏(1 ~'Wi ・:・ ~~1 1I 1 染誠 ・:・ 淡 灯、わ

・:・目的 法子 ・:・ 様"1 1'11 U~ ，;・救{郷禿Jij1 ・:-)1-T誠之備

やい'. j号筏 ・:・凶 1- 実・:・ (jIKbi λ総 ÷幣以降介
01 r;宝正で、 XlIi'r'l'~り B 回 t空か・:配毎lU'ι

.10 竹浪 速
度がふ

〈リJftHム統H会の総ii:i とその~れ )jiL.i命的探究 l fI 7JfiL 

近現代の初郎社会の似性的以11114ふ伝統社会の除草1とその変れという ~Jl.'.'.~から

把似するιとをn指している。

nx~ t¥71! ，1i111 光リj 小川町久 ・:・山内弘・

・:-JiFf 誠 ・:・8 段l.t .:. 11 JjJlJ i世彦 ・:-I，j.! J.皮叙

4・)1 1ft次 十位A¥ fi人

~I'l民地即li?J アジア像の II~検.N 粁fパル政治 Uf 柳作

till (1ω01のl将アジアの経済と政治にl則寸る泌lょ20WIHlの併究のi(山.U!11.:cま
しく.従米Jコ凶;設を大恥1!ζal!!するものとなっている。人11史・飢他'..I!やQt;l史

f.;どの研究bi主主主にi盤以してきた 4.:研究会It. これふの箭たな研究動向の泌1m

をr.HlI!して. lJiKJ也期の政治経済(s!のj'H/ljuH.氾求する

仰i'f; 悠 水r.~ ，，)・:・!?:山利il J十数 PH磁i

--・111本111美子 ‘:・竹rjl T.{~ ・:・依l必 定 ・刈台付与、I~

・:火イij11iぶ 4・A:III 日後: ・:・ JI1.あえか
(01 'i"ll) ，01旬IUかよ

W 研究・敏i'It.mH 
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けJアジアのヒスト IJilグヲフィ 問中11' !1m円・

サバルタノ ・ 7 'l f ，， "ω ~V~l/J・ら:10 {I:. 1匂γ シア.ii1.!l.!i ~史研究ω パラダイ

ム{主人;さ<.~'L検した。 YX ングー lí)f'}ピ. ヂストコロニ l'I~ j比 li .y. ~tj のれ近のlí)fゴピ盛)J

I:'j 1:総1，[;し.今後.il.!ょむべき.i{j佐保る。

IjlfJ1 IlX'';'i: :'.'!?i- flJd. JI:JjA 'I'e.!!. ・:・火(t Ir:j.J..: 

・;.1-:111 In'~ ・:. jljl川.:cj' .:. "rr I f T'lf .:. !l'fト.1 tl.!~ 

.:・脇付 苦、l'

I{';アジアにおける粁治允脳土 :I~l~形1J.x (1930 ~f 1990 {f) 

f I )111 訓 f.l..• 

M:近のインド*fi.汚1'1111化への.11激fょ:Mきは. 1~4アシγの針流と政治かかつてな

1、転換Igjにたたされている ζ 亡をIJ'"'"ている、，.j....HEliJf:it:;!. ~! .HIIjω係会ωI支持寄

それて.1虫、!.iを辺!t.'tのかたら E允!ぷを逐11t.ニl干jアジアω:Il(粁抗と， ~l(いl家ω シ

ステムiこけか与る問題かあ F たのか.今日の説汽からi会pf~/Jl Iえる

IIII[! hx Y: ・:.NI川)(r .:. 'll崎r!l .:・j[L(主 111;人

'.・隊JI. ，~1 (，事(11 ， ~， .:・脇付 子、l'

インド flj(t{J';)('JトJのli)f冗 11[ I:-H 

ヒンドゥー教をりf光司る，.で占えら)，l;)...(1'.)な firlである:六叙・H~'j rγハーバー

ラ7Jと『ラ -7ーヤナ』を・11，心に.古代J ンドから近代 fンゴに七る正でのイ

ンドの足142.よ，ft文化を.iilllJlする二とそr1的とする.そのために.ヴ zーグ.

仏教.rM!!. 主体ri.l!築.宗教IR~しヒンデ~-_..t学の研究1'r'の協力そjJ る

p.f 勝彦 ，1(/ r己li.t!‘ 1 IJliiU太郎 日m..y.!.1 

人111 i'i ( 千絵lJ;t 光71; ・:・波瀬 f. f之 ι 余 点 I. ~t 

・:・ ，'川村i久 ・:・ ルイス )f~悩 .;， Ild'f i片Jヒ
C IJ I t~ I!(IJ' .:: 



l幻アジアとイスラーム IIf ，}o ， G 100川直明f

Jlmの1幻アジアの社会. よ化合f11'解唱るためi二:i. ii'iアyγにおけるイ λうー

ムのlifl史的かかわりを度外似する ζ とはでふたよL、。けjアシアの，'，代から続く iム統

的)(f化との公沙を小心に. IHγ ジ γ における f スラ ー ムの~!UI'1 t'tを1ft史的仰Ila-か

ら総(';(I(Jiζh}f究するc

1)( ノ lGU/~ 子イi)I 鎌(.， 警主 .:. llij托.! lJil[ 

11"1' 成tE 本1111 !公Jt 担E !t'Ji'f， 悠

IUト ~..9 ，，] ・神 fll良 liB凶ft.!1 tキ

イスラームと後段h後のI~J アジ?の:ι;;教の!T!lJ き Iff. II(パ己 υ叩叫か句史}Ll

人. じw紀以降i対アジγの〉iirtにおいて f ントラ化というが~ð がヒンドゥ -~X.

仏教. シャ fナ教を公めてi1!:Uした。 I . jI・*~ttlからこの動きにïYJ j'シγ のイス

手ームのスーフィーズム u史:わ勺てさた。?ノトラ ftとは (oJか.それぞれの~;~，，~

がとのように以応したのかにI却する比約研究会irう

永ノIrl{，;t長 鎌111 事2 -レ~I!I lE li凶 Lキ

.:ii基 l!fl -:-ifbEL ;'I- .:'・'j1111 弘.IU .:・，;;; ri 

.:. ~ ~U号 .:.IIIJ!I 公J1 。:・榊 千111'.!

山INγ ジγ近現代史{匁の"t十九トJ .打 川l納

l俊正;It(il(地J〈配のらとて A 立'I.V-vi査の同民国家形'Jx..インドシナ. ピル?

にお・1る社会1:義の文段 ..¥，>r..¥ ， .吋を11 1心とする経済允I.u::なと~鮮て f如何

r 〆 rの~I 会!:!)，き<t:~._ 山 Ir'~)i l(ごからの~縫危!;itI ! .oeのωA14をも小し

fζ コこうした経過を踏まえ. 4の.ttl!械の.i/i現代史伶のr1f倹i;ti:続けている

初制作.Q ':-i.lB.!. ~t'íf ・:・小以 朗自[. )悩j十II，q'j&jt

'.・ (1イI .111也 ι A，.J向 II(! ，r~~~， II(IMf. .:・ 1.佐弘之

'I'IJ~ ifa 【総IJ;( 11.} ，'，111 JL}...: InJ地 JJfh
(0' 修司会・~ ) 

1114- I~'i之 ・:. {)t必 11"{ 
(t! I~鹿島長 E昨年夜。

'.・ 7itqi 純
J， 11埋か・

-:-;:;1協証言.公
02 tt.1!I.かv

W 研究 ・ 批flll.正~ -15 
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ミャンマー近製{\:~とにおける 凶」と[民j v fEM 

1-切jの妙11定後， litl(l也ぷ会;!j11L(1. Jぷ，社会 Lみ.そして市政ト.のdit易経抗

化とi淫移してきた体:1，11のiJlで. ミャン 7 ーのI;1L(，d j L(，ぷl(bx，勾1，:1'&人らがこ

れにとのように対応し ltたかかわってきたのかを総合的に研究する。

1.41込 II!iMt ・:・制本 t抜 ・・ n事 w陣 ・:・谷 Il，"J ( 

アジアilI~rlj比較のぷ姐と JM; 11<. 鈴木

アジアJ布地ほの伺IdiのH1'fについて， 7 /守宅与r1rぷとアゾγ以外の地以の専門

去の協力により.俳句iを 1;11えることをめ~L. 研究会を持つこととしている。

鈴木 抗・"JlIIII付秀f，~ 絵此 {佐山妹!己.ii彦

ノ〈ノt-- hli':・j.'//)< 1.必 ;tjlll 11. -:.1.以ふ 勉

・:・fl¥ Itllt子大111 行 6 ・:-JiiA-95ゴ'C ，j..H ，!i. 
!O:.!骨;llJ..; 

.:・小fx ifll人
i12 年r["J~.a: 

近代アジア村会研究の)jiH内訳:.:n HE 政ト

fJE日か研究対集と寸・るγ;;-t 11目i山被社会をその内的仙J&において倹討すること

またそれらの近代というI1¥IJliJへのかかわりんーを総有なf(JJ広から，;.jぬし.さらに員l!

Þ.~It\1で比較検JJ を 1i い， γýγ ト l 公研究のん，t去が~n!l1JliJを lリl らか Iーする。

誌をド Eたよ 7;fi!4isp史 抑i事 悠 鈴木 it( 

続l納 '，q良 f!;i i下之介 II，rn 成tE

ジ h ーヒリーヤからイスラームヘ ト任 後議 (0'ぞ喧・柊'

内外の研究討をJIl~、ての研究会での 'ftぶなどを.ìL!íして， ，，'*J山械におけるイス

ラーム以前からイス云ーム後のH制tへの変化を，政治.料i斤.十|公.!ぷ.包!，文学

など多十五なs!lJlfIIから倹川する。また. イプン ・イスハークr" イフン ・ヒシキ・ー

ムh首『芯id/Hd の鋭，J~を， J七I，;J作賞:として夫総している



後藤 HJI 胤; 労泊 。IEIIl T枕 ・:・仇今ぶ~ru

今 1'1仰かおる ÷臥 rmr 
喰)1

j目立イスラム ;I~H支史の釧究 i 鈴木

IVJiii (1:イスラムIltwの諸制10:(の形成 ・{ム係 ・1Vl'<について.政治制度を小心に

比較史的険Jをírうこと ~Y) i( lている

鈴"f.; '(1 .;. IEIfI l'伏 {生候次JE4:・;.Ilfi 徹

・:.qJ11 11.fiz.:-tt‘り 1ftr 羽111 ，E 

侃;r!i礼会と宗教施，北 C :J;JIII 

イスうム II~Wの1í1!rfiにおいて:J.， -{:スク.マドラサ. '1'i~~i などの;;W(~制定が~I

公的に，f(泌な怠味を持っている， ).，;Hl研究U. イスラムJlトw.内外のr.lltIì~ゃ.i.C万1

8どのWI"J去のjE14?・I議によって;:.t-;. らり:教施nの ~J::会的機能を解111げることを

11的としている。

lE uJt， ¥1¥介 .:. f1.，li ，E{I: 小怯 久りj

.!，・ ¥1ち.Idria -:-fも fH!t r '.n百 徹 ー;.i茶LiAttZf 

.:・t1J1I'，ll.l (- ÷ね;，.. λ t~l:I' iょf Jく111 '(i 

欧米ベルシア旅行記の研究 IIf ;J:1I11 

J) tt:f己以米数多くぷ6れてきた欣文によるベルシャ旅行.ef:1則する情報を集

ii'iL.そω特徴を.x.献ワ:がjに解!日lするとともに宥その記lH:多的(f.Jにf'JIIJ...て.

イラン ni~の特徴やヨーロッ，.:~ 1会とイスぅム社会の告I.JUなとの問題を明らかに

する 4と-a'1-1 指す。

:J;JIII IE 子近政 (oi杉・:'llln・~"..( -:・11111'111'1¥r 
山I1 II{!，玄桝，~{ I.i. ( 

、E 研先.nn活動 4i 



4ち

'11*の紅会4王将と思想jlli助 11' fU軍

*アラブを'1'心として. llm以降ω'j'泌の社会粁;庁全信と政治~I 会JぷJ4!との!必

IHJのfll1Lの|刻係会.れltl!JloXの1J (例研究に依拠して比校行然ずる。

1H~' 公的・:・池川.~11.: (- .:. f lfF 附・:・|判jlfl'~ ，E 
“川 ffl1'/Jl'"J 

・:'JJU伶 i句・:・別川 w(-.:. H，illl 安心 ・;.t公，j， '払

イスラム'k!1の総ft的研究 v 鈴木

イスラム!針の的~nの史料・下的倹.. '.1をめざし. .ilUf. ，;t ， .! ' 7，γ ン山史料につき，

オス 7 ン!と以外のの川本む~めて.史料諸，流会をむち.史料乍(I(J検".1を illiめて、，

る。

鈴，f.: .. 良

心外 Il;Ilt( 

.:・私，Ii ，F.il 

':. JJi ，j~ 

.;. 1
'
，¥A¥ 

'，' il{ 

量~j .z・八l出r~ ，減

‘込先 v刷)1 1長

(!II'L 

イスラームjt忠の~rfJ':γ的(iJf究 w 銭IB

*JlII 

.:. IJ!I政 fll) 

本研究所には7ラrγJ;を"，心とするη本集rJXてある rrイパー ・1レクショ

ン」が』民政されているが， ζれらIJ;(資料やマイクロ 7~ルムのrtn'1:Î，f;川して.

イスラームの申[，jJLl 、!斗包!~，・ liJf先行のむまざまな関心に J，~-J l、て研究をi1自ゆること

を1:1的としている。そω 烈として定期的によ献の峨誌をii..，ている

銭III ~ 後t事 可l .:. IJ、H (i.)， 佐厳 i弘;IfJi
;， ~ltl • 

f~1II 災IIJJ 1'[1' f1.者: .:. F定k ー，'J 令 '1'111 >;;' 

・野11: fT .:'・雌)1 九r!Jl "・鈎地 i主也 .:' ，';111 j;( ( 
02島民

インターネット手IJ川技術 u'. 1吊11>:白明Jt.!!t(1き勺

イン安一本 y トにおりる'1ft‘|11デーすベース.'!i:令な利IIIf恐慌のためのセキュ

リテイ関連技術.7ルチノデ.・吋ノテン 1のflJJIJt;どの fン宇一本，ト干'Jm



技術にl測して. IiJfヲ'i:1U"ゃ1Ji事"1";と微をihた

同/.. 寸エ Y，W IV!i可 λ;本 除} ':. .k~ 秀ρj

.:・!lenli 温5Z7F. 1.11]納'''~t.l 3匂 鈴木限必

川11' 101彦 '.I?，守-t;γFT弘 JWII 号;(!II .;， lfI!i( !~I玄

‘I~ヰ1l ~'f郎 .'安111 '.・111111 fI'I( 

決アジア文献資料学の球凶とJiil: 川 ~I_:{.l~~

近w膨大に鉱大しつつある決 f シ fの文献w絡を合めて脅t'H1~;b'lの筋たな )j

ヨミを絞る

?:{ i~~ 侍史

、|ι吟除郎

ノkノ1-6I，t約

伝f卜 i氏L

任111 新

'iJlt正 m
l己尚之町i

I~.jγ シア文献資料?:のo'-l!!Hiと);U: 川永ノ j己

~HIl I 11) J{II I 

鈴木 :(( 

IHγ/アにはさまざまなafhfiで伝If<~ れてきたさまさまな文献fiHが(r(f.・する。

それらの)(献資料を織総的に収!l~L. '!1~PI!分析し 1匂アシアの社会. ..i({tの研究

に)A防白川として提供できる kうに寸るにめには.いかなるmお令鴻じる必泌が

あるか令，総合的に倹ci.tする

ノ，]<1Jr，I，;ttt t!，IH /&:''';'0. 

。11納 作 良 川jh号 IIm!f

何11内:~ J悠 l二十、t)勝彦

鈴木抗符iZi・9史

内アジアJピ献資料・ア:のぷ題とJiiL ~.IT 鈴木

l匂了 γ アには，イスラムE与fにのみそとっても.アラビアJt.ベルシャ;fi. トル

コa，fTJE小心に.被キのタイフの火:iII.l:fi刊か(r(1:する。これウ文献?i1斗のfil、'1"{:(1戸j

l会，1-1と.その似立;・利111• (.米(/て~ !.:つ主主~11Mド.j(':倹汀することをめさす。

鈴木 技 l-â~ ~ぬが ì *1111 11: 後総 |りi
0' 'I'!l E 

S草川 繁 effi!L i'gaど 永パ己{Hfit

¥1 I ・;l ，l，動 49
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アジア1:地関係資料の比牧研究 !.I[位向

アジア鈴.Itl!域ω1・1世f?帳 ・j位決徴収減 ・l地元'iL<:，'}などのありんをlt牧L.

礼会制bXの利口径IL(~I寸ることを11指している。

火山内史 I j'本工i*n 杉，-1，; 9.: ( .;. ，首級 !!(t( 

{!i!'~ J1{j~r: '11111 1，長引・:・ 1れ {1jI!1:

!.I.[アジアの家系心掛(京d - btd ・ 家説)にI~Jする総合物比較研究

京アシア社会の!弘史と IJmにおいてeR11f二.色、札止を (j寸る父系111l~1，j，}t1 の，i~Uで

ある ht~?~ C;W" 'JI.M':)についr.そのs!jJD1)JIJf'fI&tJ.、 å~. I本 l札制作仏、å~など~

総f守的!こ比較倹;.I廿る

.(;t\~ t守1.! ・:・瀬川，1I1久 ・:.1: 111 

÷中内 総: ・:・ I:V:~山知í f .:・余本

い・:'1Ii!'1 t:f.奥(~

-)，主

仏教夫術に関する百円以IJ_，と比較研究 I fE !I，iU 

11 ，-1>:にJJ，I.((する'11[1<1絵1，111の|付.仏教絵jlhjを小心にして〉iift州が)1'常{こiE'12な1:1

ii"，'会，'iめている。これらは"III~絵Ilhjの l:ifiiのみからはPI明f し I!Jt.;いものであり，

むしろ. 11本の"1でいかに受'伐されてさたかという悦...1.¥とのわtiてN.)jからの検

Jが必要でめる。本j妊制究!t.保守与え;物をあI書記として~1~ . JllJ前におけるJtii

との;f，:''Rの担1を1切らかにするためのJU.. ]作たである

似合郁子f 心内政 策・:.U'!.lr符人: ~. f.ji/，: ~WI 

・:・両信範( .:. rrH!l !Ktl'~ fi山 新.:.Jト予ぷと仙
。毎度r



E 定例研究会

本liJf't，:，好で(1. 何li'5-61"1の刈はで.m究祈スタッ 7 令L1の診加する~例IiJf

7官会1:-IliH似している。 3 つのIiJf冗i~j)川と 3 つのWU]liJf究ブt:J:/.r.クトのお々か給i

前例により何年 1[1'1. flll門4結成tlωL、す'~1か I r，の研究員i;うをこの研究会で ír う

のか慣例となっているにまたf，j{I，Ia~に lよ.定{t:iilnずるf~nのh~終iJf'j'O'UÆ会

を}げして.、る ν 道iょ211211Ilω!日HII:状VlIま次ωとおりてめる。

20∞iFI吃

IliI併.J1 11 j'f!勺，'~II"I yll {I，れ ωf究允i~3命:à1

6)12211 I凡7ジア 'II.'~: '0."J1 ， :f~J物干'I川からみた" III~泌人の，'1伐

鋭

i JJ 13 11 東アジア l tt tii只 " 11到，Iiiに1'"家のr，$tC:tIJI'lからはt-

2;1妬・の宗教的tlti~

!lJIZ811 汎7/γ f.釘l 立向; 文明同級国;における宗教の現

{f 平バール. ~ヤン λ地んω

状況を!H例に

11 J 1 2 I I lUア，;"(2 陥4久井iJ:ミ ノff.礼的>，抜本のぷ

12JI711 lUi下'(:研究Wiぷ ~'!'!'Hn r fンド ・イスヲ -i.U¥扱公1'1)$ 

*1セン 9-

2∞o {I;~主必r~D~~主AHき研究允1<会

3JI811 岡本サエ 県VGtll阪交流か必る!tt1J.tt.!

2001 Wr:r 

帥
川 tl!、・'rtltll"l 村ip，行 研究ftJJLQEa 

6 JI 711 点アジγ2

7JI1211 r持7';;7

六本 I，]i "JJ-IくiM/Jのけu;(.~~ 1ft. 

J '.-I:I，j "咋 ，Ijyl!イン..'1'!~l!~(fJ:'γiJ誌による令

知lfif比'fJJ

¥1 ill1[' ft.f(l!.動 51
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I())J 1811 以アジア 2 4
 

1
 
4
 

ró~ アメリカにおける /(ij人よヴ:の約十11

11)1811 iH.γ クア

と前人アイデンティティー

IIJ4入 手1It!!. 社会科'学とコンビュータ ・ ン~ ~ 

レーノョン

2∞1 Ij' rXiJ1îi心念lù*H~ム研究会

311 i 11 後藤 11) 1 ムハン 7 1-'伝IlfJ5・

2002 wlsrj!!'l\，i~念lù*~研究1U-<会

+ ) 1 25 11 171U V1111 4草IUの族議について



F 学術研究 ・調任

1. 4.J別'Jf業ï~等による海外iJ，!地liJf'先

銭111 絞 (2000.8.20-2001.6.1')) え:~1Hημ外研究U旅1'l

~~(りにおいて. イスラーム神~g!也1込!の品cilîたア:的研究

IWU七郎 (2αlO.9.1-2∞1.J.1) )(郎行作外研究II併(~

Ihカ Jフ+ルニアノぐ下の'f'j:WtJf'J¥:Llとして. シミュシーシ g ンに主る紛争研究

に役i't，ちうる沌々のデータや下fL.保守 t，j，先行研究について↑，'if1!収集合ij'った。

~~(ll\'1t'r (2001. 11. 15-2002.丹.2~) : :ぇ:江a;科γ:1stti:外研究w.(<.{~

11 +'1二{ムfd る I*j:，j~時代院 i本""1 勺'ilのJJjδ を 11十界中つ研究r，のよ古めると ζ ろで

あるが. Iふ ・米Iq・('I!l'f勺，.jにうh:~c5れる製作fiJAを~Ut ・ 比較をir う ι

とで続たJihじ段ーを~lJ;泣い " ! ;/::J. γ ル ・ カ J~ チャー総体のlQÙ.から rr.純化

にふlかうと ðnる時J末時代院{}'"IJ水直lのjl討会J~を ii"う

羽10 11 ('2002.3. 15-'ZOO:i. 1. 12) :文郎内乍行(1:外研究Llb'((~'i

災("1.イラン. インド;rぬほ込H1rにおけるYt;文化交流の研究

'，"，' ~'} (2001. 1. 9-1. 15) :判別'F:総代

'111<<1 Lぬ.台湾においてスト)-ト ・ ベンダーと動杭物・正'i1Iこ(~日寸る rUH;{fí!

およびおuをif，た

~.ÜV\'l行 (2∞1.3.6-3.30) 特別'lnzm
米l同・・111Jijにおいて科目IJI.Ik ~k V'作ん'

j也本十ソ1(2001. 3. 15-3.2'1) : 4.¥lJIl'111i/'l 

61住i包ASによって引き起こむれにλIW;~iI..u 1対アジアの針凶変動{ニ!貯t・る刈 (11'

iiった。

W 研究 .ltffll.勤労
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関湾悠 (2001.12.2-12. 1-1) . ~:t別'H~ü

2∞1 {ド 1211 2 1Iよりが~2 迎!rll. インド ・ テ')ーω インドI ，~¥1.史f1ti'1にて. 主主

位。ijのインドと~!対γ ジ r との交易関係やむトJ rA:にl則するrHlのwどをii.， 

fニ。

り11納作段 (2002，1. 6-1. 17) :特別'Ii;tm

2002 '01'.1 JJにインド本シγとシンカaポールを，Jjれ。 インド不シ γjぐド11本Ii}f

:1Eセンターおよびシンガポールl同¥'f大学;;;~J ・ 討会り乍郎と IVf'í't協 }Jについて

の打ち合わせをii勺 fょ。

小IIlm:k(2002. 1. 13-1. 17) 特司IJ'JI~'tn

シンガポールにお・3 る尖体r~IWW!.の境活必:}~"Ú とMW1，j~. シンガポール114I'{. 

大学研究交流，jJjJmをif'，た

人;川行一 (2002，1. 13-1. 17) :判別・H;tm
シンカホールにおいて. 災体r!二lUIした文化的 ・I昨反的flL.!.!，;J .t'lのil};j(.形

吠の研究l のill'.i!; HHI!勺と L て，'i-Ut ・ liJf究~~6議をÍl吋た

片 岡傍 '2∞21. 23-3. 14)‘特別。Ji丈!1

ネパール ・カトマ〆ト今の公;cJ;釘iにて '-'C，'.IPP必災のサンヱヲ・ y トη本

を凋U， イノド1ヤ'{: ・ 仏教え献のマイクロフィ，ν ム IU~H:依tn ・ 11人したD

tY 12{2002226~3. l ):4午~!I I ' J i ;tm

2川J41ふjにおいてストリート ・ ベン 7 ーと ~9JNI物J己ï1に 11\1ずる資料収集および

iJ，~úを iiった。

!己~~ J(II(! :2002.3. 11-3. 18) : mWJi史1~

1998 s.r: v)行p!~.nにとを tょう海外'{N人の~!1童日trのために.行i径 q. ;z大'y:・

再1佐科学技術大ヴ':. tiHhJ公人ヴ:などをJlir;i]し. インタピA ーなどを行ゥた。

総)1:俄 (2002.3.15-3，25): m!rl ' li :r:~~ 

ラオスにおける'1;I応変化とぬ岐についての凋l'i放ぴ|民i係文献収集



i'f ~~ (2002.3.26-3.:ZQ、“ H ・F・I1!Y1

'1111<j広州においてスト 1)ー

よwを11'唱Iニ

〆グーと動t造物'J211に関するfEl収集および

i~A， ~D~ (2001. U-2. 8) :リーダーシ" 7 五t史料t~

.JtJ;(II，II':，I}I .. ]で 1:文釘I~VI.と 11I1ぬ f')Lの{礼 JI ~ .iI!i:tりの校ff{11院を.i[めた。

r，fll必自;(:200 1. 2.21-3.28) ・リーダー Jγ ブJd~絞~~

主パールト~!I列郎におけるパðlíH!11Iと知設の分配に!対する調合 羽，'tJ也 カトマ

ンドゥ. グJ'.- チュラ(ネ，守ー J~】

自 11 新ロ∞1.3. 10-3. 2i) :・，ーグーシ yフ文f主将校

iill0 F~ -q. スベ fン-ill!fYl:|4における淡15のデ-$'ベース化の~)\al!J，'Uiと忠

弘公倹，およびtiIll~仏教に|対 j' るシンポジウムで F仏リ11の泌，J~の;millzaj で研

究1fiむ

関守ゲイノー (2002.3_13-3.:31) )ーグーシ j プJ〈援粁i'i

ロントンノ〈乍アジ7 ・γ フリカ研究乍院でのrmlU!.l.t究会怠刷1. および英

文総起;刊行のための111阪紅とのHちのかせ

仰ro悠 (2002.3.17-3.:l-t) :り-$'ーシ y7J〈fput

~II~I耳iJi 館!こおゆるfiHWl.および~)( ~t."t 11]1 iのためのIllt:t.dlとのHちfT

わせ

"11('成市 (2002.3.20-3.31):リーダ-/'lブ反応経11

インド[Il:!:公文川島II(ニュー r1iー〕で 19伊紀のイノ

るfi!IJ'Uしを行った

ートにl則す

キャス 1)ーン ・-，.. Iシャー (2000.11. 1ヨ-11.22) リーダーシ J フ ~t'lH，{~ 011 

Ip!j) 

*11，文化ωf究所あがi会.セン$'-l!tナー允N.のため

厳 鈴 (2001.2. 1-2.20) )ーダーシップ主!~Jl.l~ (tf{n\~) 

1')80 90年代中凶;(''tのfIふにおける，}:'itと影響についてJU"j研究

¥1 • :. 1.r，1~ 55 
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段 、I;Jf，i(2001. 1 J..I-II. 9) :りーダーシ γ フ文~HY~ (j{{qm 
JUi)研究のため

イルハン ・:/~.ーヒン (2002. 1. H -1. 20) :リ -1 ーシ・γ ブ.u~Hi'1 (11{恥f)

オスマン仰l~とJlloilliWte 

7ェリドン ・エメグ£ン (200:2.1. 14-1. 20) :リーターシッブJd変粁:t'[(初防)

オスマン朗~JU， ìl li!f~

シルビー ・ドゥノワ (2002.217-3. 10) :リ ー ターシ y プ之担*fJ~ (どllf'lJ)

近現代アラ 71~界初Irli史に関する研究

スyサン ・ハーパーイ・ (:2002.3.8-3. 17) :リーダーシ yフ瓦奴れ/'1(fll1r.~) 

サ7'7と一明日経におけるタラームの役;切についての:排出会.IMII交換のため

11 懐!'!(2002.3.21-3.2:¥) :リーダーシッブ支援岩手，t'i(約料)

11-li l' J(_ (t EJf究呪とのヴ:術うどがt(μllX駄の~，代liI.14に 1測する.~W)

m 半生 (2002.3.22-3.26):リーグーシッフJ〈E妥結n(lIl肪)

東ij';文化研究所とのザ・術交流 (q'l ，q現代史!こi渇する';'~Mのため}

ラガヤー ・7.'1 ト・j ン (2002.3.:23-3. 31) :リーターシッ 7Jd7J.H:1'1 (制限)

京 .*1持アジアのíl:μ~11II:mル j的 (1 自主)Jアブロ ーチに|対サる研究

2. リーダー シップム:1~Ht'l

橋本秀美 「続修四庫会審J矯入

続t室内Il令J:Jは.20 .1.. llH愛を飾る以;，J占本(1'.)11.:"U市:咲な校内影間l).:守l

箆;J3であり，およそ"'1川，'i代)(化を研究するxにと勺てはイ;"1うにのしのたが.

経常的 i'慌のぬIJfIてLilI!，¥人111*ないため. これまで・全ψにl~ii:1I:1.i (l!!t< .本学の

乍IJ 二 ・ 数民{ま他人;・"j:;のlx|JJ針。!~~;，ζ料っていた。今後， I I'iji;(f()に l，~ も Ui撲な利IH

が 子怨されている

2001 ~内定 646.8 )JIII 



板倉霊智

伐材として:主人}j'11にCDRO'v1トライブ.作業IlJ!こ端ぶなど.11¥ )JJllにブ

リンターはどを11何人，それりを しA戸、 で私1びつけ.日正に移働させている。ぷ材

として 1000l，IIJぬ以1-.をi選択した しでデシタル化L.Ilbj{'象データベースの1占礎

となる郎分を作成した これらの1点以の-;~il :まLiiiyy:研究↑山知センタ ーのホー

ムページ |でアジア ・テジ?ルl必1]'¥釘iとして公開tl'である。

2000 "':)え485.1 )j円

宮鴬1導史「朝鮮 ・縫国の族諮」

19 10111.紀にかけて1'1;)戊された全310抑. 1900 1111余りの依消で.既にイド研究

所で1折品，1tdれているらのとのわせて， 500 f;fi~ りから成る設が1t4h土火の側負下級

"訟のコレクションとなった。

2001 W)'l_ 370 Jil' J 

加納啓良「回中員IJ雄旧蔵書 300冊」

l に ~I'I!(J山 JUJのインドネシアの市!とにJ~J寸るオランタ uft文献 500 }~.l~ りから1&

るこのコレクションは， fiolj人が1iX~した磁 J:としては 11 本でも{J放のむのであ

る。 ruq，氏の引退!こ際しJJL射止を受けて|ヌ1011'ギに似威しtlUをi1'成した。

2000 'rnlt 670. 2 )jlrr 

3.よ;百i行科'下研究伐による/i)f究 .，J~代

猪口 孝 「民主主義の機能不全の理論的実証的研究ーアジア ・ヨーロッパにおけ

る価値 ・規範 ・民主主義の世論調査に基づくJ:特別総進研究

L( I~ rみは 2011t*己完~4 、|てltIJ にその欽そ~;;!..ìiliIこW:JJlIさせたが. どのように機能

しているかについてアジアとヨーロッパの 18カ114でlite命，J.'J伐を行う M 政治に

ついてのj点本的感じ )j， 与え)jを政治x.化とIl'f・ぶがそのなかでむ idenli(y.

lrusL. compCLILion Iこ11iJJiをあてl('j1.みへのJtJH与やィ、交を収の俄レベルで捉

えたい.

2000 "p立13.000Jil'j 2001 "(:1良1.200hl'J 

柳j宰 悠 「南アジアにおける環焼変動と開発J.特'A:領域研究 (A)(1) 

特定制域研究 出アシア 1 'トザよのH~主主変動とネ y 卜ワーク d の第 3 飾品

I~オアジアにおける段続やIU窓の$:化を.経済rlH1tとの|刻泌で汚復する。とくに.
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0111.刃先や{fj~t開Jtと口応変動との削 tι関係や人rr '\'J鈴'Í'I・と悶境~. tH&H~， 

の徳治的変動と l刻巡ð せむから~~する。

2000年度 810}jlll 

自民自明{申 「貨幣・金触を中心とする近代世界システムにおけるインドと中国の比

鮫J:特定frtjJ或研究 (A)(1) 

nit傾級研究 rjYIγ ジ "lIi. ~~コベii!j変動とネ y トワーク l の"， 1'1 1111研究，

火災[><wtJ'l.，:-，タスフ 1・1・インド研究所.ケンプリ JジJぐ下l可l力釘1.[凶

，'[_公文 '1ftむ.ロン rンiYJ.lfi*;:In-(.入手続t湖沼伐にてインピのml'lと金融に関す

る干'1J"tを以1どした

20∞年度 100}j 1'1 

羽田 正 rrシャーナーメ』の伝承とイラン人意識の形成J !~Ai:削減釧究 (A)

(2) 

特定傾h史研究..'î V'!"{:の I'fh~)'~~ Jの，11'llhj研究。

特定sIi峻研究，.8VI!'下のIIf偶者5の，;Illhj Ii1f究をm'Jx:Jる・つの1.1'，111，研究として

「シ h ーナーメの伝，匝とイラン人怠殺 という樋I!の研究会if )た

2∞0年度 250))1'1 2∞1 {1.1!r 100 }j円

丘山 新 「仏教における主要概念のインド・中国・日本における伝ゑと受容J: 

特定釘i域研究 (A) 2) 

特定鎖域研究 山県'下の11m)主主Jの叶1(1'1研究

仏教を資料に. t: 11:<<1{念がどのように制，~~され. L 、かに'~'K:~れていったかを

傑る。

2000 iドIj[250 JJ 1'1 2001 WI't 380 }j Jll 

平勢 穫量sr重量国伝統中国学の独自性を発信するためのシステム開発J;は盤研

Ji. A (1) 

本ブロシェク卜で11..JXtJ・114の伝統"I(母学のJ主従を策いた11.1ill :d ~'.:.J.I\ .. :，ょをあ

て. この時代に人ーさは~l;'P.1:-岐した ' 1IIIqの別代 . i，'H '¥.の'y-体，d，・if114とx)j!起がjに促

供するためのシステム作りそを11指している。

2001 年度 1.340}jPJ 

長薄 祭i台「アラビヤ文字回近現代データベース形成の手法の研究J:}.正然研究



(13) (1) 

アラヒア文下資料地域であるエジプト， トルコ.大シ 1)ア地域の滋会議'Ji録 ・

・日報 ・ l攻ICfll~鑑守， 近現代政治社会分析の法礎資料に|泌するデータベース形成

とそのJ-.i去についての)，1;礎研究を行う

2001 "I'Ht 550 jjPJ 

宮高 博史 「東アジア家系記録 (宗譜 ・族譜 ・2京総)の総合的比較研究J: )占徽

IiJf究 (B)(1) 

般に自主治とi掛か8れる*アジア作社会の家系s記録について現地調伐と文献

必1t，脈史的観点と現花的I~心という.つのん1去，視覚から総合的に比較研究

する。

2001 年度520liPJ 

高橋 昭雄 「風土と物産からみたベンガル湾世界の社会経済史的研究上法悠研

究 (13)(2) 

l対アジアから梨市アジアにまたがる r.f'，;'lベンカル的Ilt界」の近 ・現代社会終尚

史について，「風1.と物産-'r Utl!~~H支と 0;長変化」 交通 ・1潟業 ・金属虫のリン

ケーヅ」などの 1:'足iをrjl心にデータ以集と比較研究をfJ:ぅ。

2000年度 170}j円

鈴木麓 「日本とトルコの近代化とその歴史的諸前提の比鮫研究J: )占総研究

(13) (2) 

I r 4>:とトルコ{ま，アジアのi治社会の小で，いずれも政治的独立を保ちつつ近代

同L~凶家を形成した点で多くの煩似点を íiするとともに. 文化的伝統と版史的

futにおいて大きな相jJiをぷす。トルコ側と f1 本側の研究容のJtf，口j作業に~づ

き，Fl J-，の近代化の際史的務所H起を新たな説点から比較しつつ解明することを

めざす。

2000 fJ'.!ゑ360力川 2001 年度370jjf.LJ 

松井 健 「アジア・オセアヱア・アフリカ地績における自然とかかわる文化的プ

ラクシスの遜文化的研究上 J);昔話研究 (C)(1) 

アジア ・オセアニア ・ア7 リカ地域の人々が，1'1然とかかわって行う多係な行

動やイデオロギーを文化的プラヲシスとしてまとめて考祭し，それらを比絞す

るために，一年lこ数fnl-'1 r 間f'i!伎の研究会を1m催し ， 一同 ~-li.品目の線告につ
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いて徹底的によ革論している

2α)(){f.J支iOljPJ 

池本幸生 「東南アジアの貧閤問題と浴在能力アプローチに関する研究J )~然IiJf

プピ (C) (1) 

n:桝を低減iUとして従えようと・jる従4とのIII村削減政ぬは人の品川!I会 11:しく従

えることかできず，人の有，i~ll.U.む l ろ芯化するという lQ({!カt.oU:っている。この

欠点、を必月11するために.アマルチィ'・センのFれ作tiEJJアブローチ会応lIJする

2(刷 WI良 150JiI'J 2∞1 q".広220)j JI j 

菅 豊 「在地論理にもとづいた環療保全の民俗学的研究.J奨励研必(A 2) 

.ijl fにまでJYAA慌が迎tlJ に*{f.!与さ Lてきたl1!!級事1.3Lニ (f{fする，(:J砲ヲf~/(((1'1

な技術や社会システム!二illl し.そこから得られた~I叫がlQ(¥:のJi;l!.良保令にと

のように滑りてきるか.というml!IiJについて検討する。

2001 ~n交 120 hl'J 

問中明彦「戦後日本政治 ・外交データベースJ.研究成央公1111促A.YUテ-'7ベー

ス，

114..の内攻 ・ 外交むらびにl"l~関係にかかわる lrl'~む政治文内 t.. どの令J(テキ

ストをデータベースftL， f ン P 一手ノト I~で公1mすること

(参W-!hllp目 V'''W¥V.IOC'，U・tokyo.ac，Jpdababa刈，peech)。

2000年度 1.030}j 1'1 '2001 lrJえ1150)jJlJ 

丘山 新 f東洋文化研究所所蔵君臨籍目録データベースj 研究成川公IliJ~ jji* i'l~ 

(ナータベース

栄作文化研究所所磁波1M351Miの ~l録データベース f~:城、ふ陥的44 むのとし

ては.Hゐ:で占WJのむのとなる

20∞{t::~ 1.950 JjPJ :.1∞1 W~ 1.620力1'1

尾織文昭「中国近現代文学関係維E志目次データベース」 研究l戊栄公1m{l{il!. .{~ 

(データベース)

Ij '114近現代文ヤ釧究|世Ifx~の"q '，1 )'e i j IiIf Jt:誌の)(献ヂー?ベースi-f'FJlx寸る.11' 

P41;h文'(でデ山 7.z.人}Jし.本研究析のホームベージで公nil明る

:lOOO IFI.文220Jil'J '2∞1 lrJSr 210 JiIlJ 



4. その他の粁l'{~による研究 ・ 品作

カ日納啓良 a. j[i主11トi会の変H b. ~I 会件下liJf'だのための 11 本山 ・インドネ γγ

刊~u~um [サ際協)j・)fl!i3 h1J.l.!地染防'i'iに土る研究

a. 11 Jj;.とイン F 主シアωI寸líI.i間近郊:社会変災過12の比~Øf }'t b. 1. 

c~MJ~に以鉱寸る 114hiit't伎の滋Jtそ翻.R

猪口 孝 rE議員の研究ーインターネットから見た議員活動(部会粘着から世鎗

自助きかけへ)J .J-J(化財11

肢と_.1..二k~::.J Lている政治浴!官舎.政治が:Ji1!Hの?i;約のhll.のくみかえの・

Gt:fuとしてとらえることによヲて.勝、級uとE;.N[lにおいてt;;・i1('・さ九た七

クター正'Jl~のfll'U . i~~霊と組織化されていない虫!{).Ë形な干IJl主の JL-味 ・ 1t: 'i(のせ

めざめいの[~I~I:かろ. 11本政治のj'fr....いH微をとらえようと4るω

'2000 "1二度 100 h川

猪口 孝 「全面的日米包カに関する研究上 l〈Zt交流J~全日米七 /7-助成金

口1米利ミ司fuJ口斗l盟Iはt白仰倒IJ困.\!:~苅01.'4"

t針f行;涜βの封術u込iιLがlけ小1ドI!以主であるe そして. γ /  i A '1i lJ:ll!!域のカパナンスとのl対述性

などを分析検討し 土た，地域秋山のビジ .1 ンの 1 1 I に Í>'I.Ìí'，~H 1;られることが，

11 ;f( luJ W，fのむら心る燥化と 1Nl'~lこ :ffVするというよ英治を以JJHしている。

2000 Wl文-2001'r l'~ 1.386 )jl句

猪口 孝 rs*政治における社会資本の歴史的実狂的研究J f.t:ド凶際i砧l司

~I 会資本:t政治I，r.JlJJをどえる村会インフうであ・).1;1'火的に行然して初めて.flI!

解が深まるj'j:'['iのむのであるので. 11 ，f、においてそれがどのよう t~t'l絡を持つ

むのかを. とりわけイ工社会がft!u<L始めたi_2!111時代に11[1して11J史的に尖狂

的に追求しようと寸る さらに今11的な 11~.eJ.:'J ftによる分析とも比較する。

2【削年度 80hl'J 

猪口 孝「アジア太平洋地織の安全保障とガパナンスに関する研究J.米11111卜J1

1-1>.かり 7千-;.~II~IJ' ) 6 ?"が参IJlI'... ~杉九 tf員ふれの~ .. 21 11 *~に I，'J け

ての日米協力体制についての11司慢な必みとその分析をirう. 11 ;f~ 11Ij¥辺:i0I壮年

を迎え. rl ヰ~þ141同の協JJ関係を{起i1tし . i1.)jにとって飛路!的t..'21 11~*己を向か
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えるための~q屯止 L てぬめて，R1544.CE去を持つらのである。

20∞年度-2001!J:1(t 1.815 lif'l 

際 洋之介「総国日本近代化の比鮫J:車f([崎学術保興U-lUI

!kアジアI山J)真のIj lて.作凶U:j~の1(11でおおきな成瓜をjjj成して占た仲l付と u本

の近代化のj段式~j断1' を. IIIIJII~の研究 fí を車11縦して，仏統n会のl形成から 20 I崎

紀様、I~の成"tf!: までをfrめた ~1(1i的l'Q.'!、Lから.比較研究する。

2000 lド1立429万l'I 



G 11q際 ・ LI~内学術交流

1. Ilq際つfbliI交流前

I吋隙つ:'術交流~:ム~Ii}f先I~rの11~1r.'!?術交流を封ti!t寸るために. :lOOI ~I'Iこは

rl. ðüt，ニ￡研究明li. アン f研究にお・7 る 114際交流を人事~r.J ・こllWするにめに.

終AえCのl凶同z探Eγ学:潟鉱術1箆総fよ誌誌1;.ln則t肘er川n札川.九11山11川附o削n叫:

る、このttt;tl;.t. fI本を合むγ /rでifわれて~， 'w ア/ア研えの先端的なbl(lI~を

党ねすることを屯視しつつ.γ シア6Jf先にl刻するい界的心研究交流をIH行M てい

る。 ~1: :l IIIJ. ケンブ j ッジ大'ア:11¥版会から刊行される子i.i;である。ふ交流可!'J. 
ζ の料t;.t，の加!.R業務を判、』iしている。

'2.交流 t~~íと

a・1守地ノぐ''i:アジア研究センターとの学術交oltt~ :..E 

ふ研究析が交がE拠点の役;やjを I~ し ~1!.;l入学の海外学術研究拠ぷを強化寸る

ロとして. 1993 W 10 J J 本研究所~t {i地大乍アシγ研究センターとの11¥1に会流協

li'fbSJjut-jh1111研'先をIlHめしたョ協叱の内'~(土， (1) J七I.i]研究のHIilL (2) Mf'feれ

の*a1t，(3)資料 ・研究約十日の公倹の)(1からなる。

(1)アジ7研究家 j トワークの形成. (2)アジγωt究的椛iセンタ一段、'，..)'ロジょ

クト， (3)I:l<I[デルタ.がW.{i准のけ会変化の比較研究. (4)rJl[kjのがii'i')"t11~ と

企業家.(3)β治社会!と. (6)行ø~J).ii!; >p応，]1支と政治怠践の愛化.なとーがあり.そ

れそれに.資料調U.現地研究. 1吋際ワ司?f/ 1ヲ 7などかj[められている。

:'>000 "1' 10 J J に協定~\L!新し t.

b. '1" Ii] . fU I 1大学との乍:術交流協定

市J;~人~.，(:と i!i11.)ぐ'f:とのIlHにおける乍術交流協定Li. 1991 "1: 10)J 1こが，ばれた

ζの協;tJ).iWIIW.J.lu;i大学でほ.、gl初1'11γ郎かjll"i gji J;，jでお，たが. HI96 '1; 

lこil!trrlOJ似とt.;.り.その筏東洋文化研究所か11!"iすることとな司た 交械の内れ
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{ま. I，IJ校r.uにおける (1)教If.研究r..院生.学'1，の交il.t.(2) Jtlu] IiJf究の計拘

と 'J$.~包(3)講義とセミナ -0)・t施(-l)学術情報及びa・"{"係1 刊行物のてど倹.むとて

ある

点作文化研究1死ては， .，でに. !U'(ヅア駁史l1l!f11l bJf 1.:吋例キの!U，jJ7'口ジェク

トて'~1[1.)ぐγ:と研究交流そillめてきたが. 大学r:1l~と if，i ~号制、'í ，j'るに隊員し より

多fCJ((.J ・ 総{ì~内包交流1; i込めていきた L 、。

2001 W 12 JJに協定1.''l!i'frしている。

C. シンガホールII~ ，~， λ;ヤit術 . fI会科'宇都との・7:術交がiU41i:

1997年4nにシンガ1'ー，レ|吋立大ワ芸術 ・n会科乍古Zと粍んff'y-体1交流協定

を2000{ド IH に luJγ，"iilとの 3 ヵ WIlHの協定に改定したc 研究(rの ~i>{tと研究資

料の制fi.jど淡を 1:な11がjとするこの協iLはまた. 、勺l可i旬研f究1析訴の抗先;却端J地J城，吠員ω附Tヲ火Eフログ

ラム 5必l!i耐判アジアを幸紛'J川'

:以+!:由が的〈句jにJ縫任逃するうえでむ I仇rl'.吹吹なi役交:古叩訓守申別1リlをL果良たすものと{似な似i内F代{づtけIられている l必』反iア

ジア.尚アジア. I'tjアジγの終it白紙のIilJの人 ・物 ・文化の移i!lJと公intカ1!.I!I匂アジ

アと 1 、~. ["ll!!告をIIlIじてどのようにifわれてきたかを研究するうえで. シンガボー

ル;主主5vfの観察l1l!bのひ七つとなるからである。

d. タイ!叫 ・ カセサート J、ご‘ip経済経~~1

1995 'tド3)Jから 5ヵfドに;In:り. タイ Il~ カセサー卜入学紙泌総.::~，，(:自~I との|日jで

午術交流協定を災h1!iしてきた。この1111.研究.{1'のHII[うど流のliliで多くの成!誌をあ

げえた 新しい十日忽!のドにIt6・4:内科を変!恒させるほ似lて. 200011'が以降への協

íLの!足新は .ß，'i~';;1lすること l二した。

e，インドネシア大・下II~研究センターとの学術交抗協定

インドネシ7).;.ヴ'(I，j，:研究4・ノターにおけるJtlti]研究の純illと人材ffl，xのため

に 1997~匹以米|同際協))'].荒川1(jICA)による協)]7ロジふヲトが11'われている

が.、句研究所{叫l会科ヤ':1i)f究IYrルJLf<i]でこのプロジ&タ卜の'thfuのための唆!ttの

派iLíに勺たってきた。この。HたをaÆ底的に~~IEする封11:i.'1として. 2000 :，，-9 JJに

いlセン?ーとのあいだで 3η:I'IIIJの'i:術交流協定を結んだ。そヵ Lな11((.Jは，教

ifおよび大学院レベルのf.r研究r.の交換. 114正とインドれシγのJJ.んにまたが



るn会科乍分野のj七1，i] 的f究の'ß~血.シンポジウムやワークシ可ツプの開催，研究

f，'j株!の交換の 4!fillである。

3.外同11¥')1< (2000・01"1:)主)

研究所スタ y フの外IJ4ffl般の{午数{ま. 2000 'rfJ見751'1.2001 年度 781'1でめっ

た。|同日Ij• JUHIlWIIの放'(は以ドの.iIllつである。

-f)> J]以 l

r "1 名 人数
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4. 外凶人研究(J守の受人fl(2000・2001WI支J

氏れ ・ I~ ¥Jl'守分

i~~ 鉱総
o↓ü;t.ii1Jr~ k7:・J/"i制リ'J.Wifl!ll)
'，';{~j J.よ干11
(/一ウエス夕ンj大〈学人tJ矧よJl白rβ‘下月t.il日I• 
1~品削}瓜自IUω) 

111 肖 Ijl
tソウル大学校 ・へえλ;y-(1147;史
手口 ・治郎
.¥1、，hammadSabrv ¥'o""".f 
【ヘルヲン大学ivy-賂!ぜ史サ科 ・
高師)
l二 ZEE13
(1I'I;q~十会科午院11J!とωf究助 ・ "íll
研究L1(教綬))
Acliole Emmanuel 
( J.1.u;(大γ;大学校法乍政治''j!:IJf党
外 ・ ~H Limf'，D 
¥¥'el1悶JIJiang 
(アルパ-1 k";: . JlIJ .f~ l受)
{OIJ I;i; 

(IJ'II<I"'[X研究院 ・)，Hlf:I'!..;'UiJf'Je
f折・お師}
Chcvaleri"" Philippc 
(JJH ¥，:'!I[剖研究センヲー ・研究L.l.)
品 iIl f'， 
i ~l. Anlon、、 Colleg...0ミforcl)
; 'I 綴
( '\'1心!，( (λ~.~{: . JI ;'，i;i，'・flJJ，¥'iG'Ii)
E 二段
([14，'r.成功)，:''j::'"え;系 ・教校)
./1 紫タ
(¥1件守付尚'i)大〈ぐ;"'{:、ア字y主':f'桜B蛍H!史iとJ'γ‘7判y
i五: 弘棋終 E冷告
(iL.il仏教研究所 ・よ出向10
'( ft ltl 
(IJX均館入学校 ・織的}
Elizabelh Koll 
(Ca~e ¥¥'0日 rnRe-.crve IIni\'~r:"oil、
助教授，
1:紅兵
(1' ，(司作家協会自11作研究部 ・l"illiJf
冗l.il
Chri叫 i3nHenriot 

( 11ヨンλ;学必アジi"liJf'Jé'升 l~ ・
数十'，2)
ωl脱俗
((!~際関係'下I~t(lq開民政治?乃11 ・ ;，IIJ
数十~)
学 IYi 1お
('II(.q.l.lU¥':J司際関係制究所)

JOj lHJ 
1999. 4.23 

-00.10.22 
1999.8. 1 

~∞. 7.31 
1999. 7. 1 

~閃.b.30 

1リ句匂‘ 9. 1 

-01. 11.31 

1')9<). 9. 6 

~∞ 9. 5 

199'1.10. 1 

-01. 9.30 

20∞1. j 

-01 1.4 

2000. 3. 1 
-01 2.28 

2似lO.3. 1 
、01.2.28 

2白河.4.1 

-01. 3.31 
2似lO.~. 1 

-01. 3.31 

2∞O. 5. 1 
-00. 7.30 
2000. 8. 1 

-01. 1.31 
2000目 4.1 
-01. 3.31 

2000. 6.2ヨ
-00. 11. 6 
」例lO.6. 8 

~∞ 7.8 

2似lO.9.30 

~∞.11.28 

2000目 6.30
-00. 9.30 

2000.10. 1 
-01.弘:10

2000.10. I 

-01， 9.30 

研究.'~巡I
近代11..j.;1.ll'.i¥文化史

トランスナシ s サ J~WJlと社会!則係
!l!五Lとシカ Jの先物取引Ilj比}におけ

るII 1.人と i'Jリj;人

1920・30年代'ur〆 rの情紺oIiIIJIと

-b!'j不 J ‘ Jーク"

オス?〆おJ~ 'lブトりたと!!Lli;

114'1こむ.tる近代以降の"'I，:j研究

11本のエ手ルドー'/i.令{~;t" 外交とJ.i.[
i. '/ j' のI'~際政治

グローパルパワーとしてのけ'1吋f;Yj，
に対する 114ドのJ，(比:
中mJ.;'f:思辺のJtt査研究

n4>-・台t勾.lj'I ，~の (11*王局関係
官\"IMから IIfH~1f命J'fまで
( jl"較す鳴!;"'I可の泌氏"l(}t政策

"'1日必欽，!if'-:の叩践に閃'1'る IHletr.J
fJfJ¥: 

手~r~ 内{昆・敏行 1苦悩><，'1に1測する研
3Z 
1111旬以 ~}fi料市f光

t;1i11:/IjI;;<~どの耐え

明&~司l(ト合tψ11~:jJJjしてみた 1J本の

h両氏I密政策の比+史研究 (1'131H) 
1l'Ij4の鉄道.工l泊する社会従済史研究

l慎泊 Il'ftrl・"'.cttえ?の比鮫EJfJl

uら. L<自由|刻IM!fi)f.)t. 

:卜 .I'H己 114以外交'I'~略のた以)jlí'l

21 Ilt紀lニ(..)か-)'1"IIYJ係



氏九 ・所属 ・身分 M ':日
Kohinoor BcgulIl 2仮泊.i. I 

(パングラカレッ J・助教綬) -01. 1.31 

徐お l辺 2∞O. !l.11 
(ソウル人Jay-校n公竹下入学政治 、O~. R.IO 

γ科 ・ ~Ii I:;~f'n 

'，'，j 純ム 2蜘 .11.t. 
Clt，;i r I )~'1~1iJf'~センター ・ 教授) -01 11. ~ 
Arpila 九I.，thur 空似lO.9. ・
(Jawahar.，1 '\<'hr~ univcr、，ty'!W -01 !l.31 

大"、FA
Jarnie Bergcr ~醐J.リ. 1 

(ハーハー私 k.学 ・1¥1/1';，ぷf'I') -0'1. I.ltl 
徐乍 m 2酬 1.11.1 

(rj11i<J現代lï~郎関係liJf;;";:Irr ・ 助.PH -02 3.31 

研究m
安7i'i rli l(削 11 1 

(ソウfLJJF政治乍 ・教授) -01 '1. 1 

Bri耳iue¥Ianno ~飢lO.1120

(ダマスクス ・7 ，ンスアラブ -0..1119 

制究婦 ・。I.i'i:W
チ，，_・キュスン
(llan¥'ang Un iv!'"il、CCI11erfor 

Local AUlono""・研究w
~J 小峰
( (f，)!浅，，;~;らfW:x:化研究前 ・'y:
係，rk:IlL

Teow SeεIlefl<! 

(シンガキール大ザ:・U4>:'?H1: 
(f: .助教佼J

i¥deoli， John OlaltlllJi 
(1 I~.ì!b大'γ111j75.ldfjt叫 ・ 11((ill研究

w 
.γ" 1: ." 
I I .><ら'.0(

{以;波大学中Ilij*f1~社会史研究ぽ ・
百年UE時'先民)
I"obie ¥ leyer・I'ollg

(ゾヲンス，十 /t."/λ };，. '炉:;!11ヴ:
BH .本教授)
L.< {7 Yi 
(Jjl央研究[111"lt.:(j1i研究川 ・品IJ
ωf究w
Su、hila'¥a"imh.Hl 

(-? 一太子 11川I]J....研究学31;.
〆牧子三，

2001. 1.15 

-O I. I~.:11 

J∞1. 8.れ
-01.10伊 I~

空001.t... 1 

-02. 4.30 

20∞.ll，1ヨ
-01. 1l.31 

2001.4.13 

-03. 3.15 

ー∞16. 8 
-01 6.19 

2∞1 5.H 
-01 1.0.7 

J∞1 7. 1 

-0:/ 1 1 

研究深

川 J ゲラ T'"込 . I1・〆，/~ t1千葉で

D女I't労働fiWI
~r1<l Q) ~l J七仰1"1草~l); J と111ド吋
の以11..における 1'11111従研究訟法

院定過f'~1・おける政的的治'[，を'1'心

直後 IIIJC!-Jr弘化現象比絞研究

中Illlr白地域と114-のlt似合'11心に

ぬf.H量のWI'¥!ltl¥ 

t工いE 1(t，:の U*.~(1: (t. !j( Is人

H本人の'1"吋鋭

II LI.犯にι.tる II~外交

オλマン&.';~ ¥:の，/) r にお tるll!i(J
~úr，正

11 本統治ドの ~JIIY に t:ける地ん rliti
の銚lJ]と政治 主似サ ベイ

IRYジ7文化心地代化足]fLJ!における

向次Jtí~念の変r:

ゆ80 1930 {fの11牛.;/ンガ~~ール

関係if.

l 引 hnolo箆ち 1"、c、tmnll lO Pollution 

Conuol 1M SUh.'ithilfilfl AfrlCil 

rtd先住aニよる』ぬ陥Iベ tt会秩序の

u!とr~，，-関する研究

，1.;.'1'λLijの地h五社会への彫符 錫州
の1aft

.j~ 1\: 01;"; 1創立:'?のq)f~先

Rolc of Jap，，，， in Clri川、。l'ran，for-
'":Ialion. 1896 1.111 

Siu Sunda ri '1 j itr白 ubono ~∞1 ， 720 現代インド不シT文化 ._z学

J ンド手シアi同なガシゃマダ入 -01. 8.20 

{. .持任m師〉
r lavden L..，hirt'l 2∞1. 7.16 1'()lit附。1Jap:""・~t' l'r川町、l'curIt、

(;..-ェームス.クツタノ〈ヤ人文科'γ -01. I.llJ I'oli<"l'" 
;~i) ・ 助教奴)
1': 波 lOO 1.1 0.3 1 11 本σ!)I，~際政的地!なのIÎ'J 1と11tj 11時
( H持2主党医師究七ンター ・...，.;; -02.10.10 係に'._ZliIすtlJ符

， • 7'フ jカftlJJ.Hilfえ ・品先

~ 島可也

\11 白f~ ' 4Hf7，r.動 6i



f内

l¥ ~ ・ ii 1ii ・ 身分 JJJ '::1 研究.+1阻

然 lt l量 2ω1 10. 1 ウイグル人作家ω~:J.!I-I犯する制作

(人之ト会系H交正 ・t ど'1') -03. j.~0 'h動
九lani，hちharma 2∞1 ').26 The吋 lorrns111 thc Jotpanne BJ.nka 

{プ γ 7、ルラ，ν・01.'''' )，'戸 ・ 、0112品 川 車 、111"rn.during P()¥I.Cro、、lh Pc. 
!~[γ ゾア研究セン宇一 ・ 同 I Ii~.c riod 

121l A; 45 2∞1.10. 1 人以内戦~HI IJ1!ft伊j海~l.mlJii (H196 
("，央liJf究I;:~.il.î:代史削冗， Yj ・ 1川JliJf -02 3.31 1'145) 

JelD 
日rlJ'¥Johan lal1kh‘. ~(削ゑ 10. j .iIi{~II'I' !<，!J{，f，兜 IÞ ひに地代.1J.U!l 'k に

ァ ーノぐ'f:': 'j ・ 11~'fn . ')- 、01.10.14 1l(J寸るfHtlJ.Ui

'. -， Ilij(ll 民 2ω1.11).18 ;:i凶鋲c1:: '1'11，)(人骨」の!l(J係
{ワシントン人ヴ:美術tru美術史ぷ!・ -02， 430 

間 1:仮総生)
li:J 樹成 1001. 1. 3 
(qll~社会科ヤ院狂的研究'fr • IiJf -02. 3.19 

究m
(.!.: tz l'l 1∞t. 3. 5 
(11'I!:Jfl会科・下院経iri研究川 .fvF -02. U9 

究m
1: 似 rj. 2002. 3. 5 

(， 1"刈社会科γ:院粁iriI~f ';t， Yr・校 -02. 3.19 

t受)

'>. 1)~Jt主研究liの受入れ

ム.¥r.・ 4・身分 間 1に
l悶 礼( 2卿.5. I 
(・:;:広市fIT人?:市バ-，戸内i講師) 、01.2.28 

. .1己十l"i(- 2001. 5. 1 
( \IU;\外i五JJf~)\:"lアジ l • '1ツリ -02. ~.28 
カ， f，ii文化研究所助教tを)

面i光司 E温

水.r;::tf4と-1<系え11:に1史するM'r.; '? 

イナー ・サず -.17.1'/ス の身体性

のぷ~I: 行 ， 1..て

i*l~~k村会の:iJ 伐の;liJ/!l!iに|対するか
犯人I;l'i'{':的自|'72

6. fl本学術振興会特別liJf究L! (p，'i I ，-，，'.l! f'J修(r.)の受人H

2以M日{):1ft

氏r.

i';l1I >;t (-

研究ぷ l遁

1--イマーム -"./-，派のイマームAのfl'liit ti (パ;会の解釈

，>"0: .illiして

J.l.\~(俗JIV! 子 rlllli"lMIMi!の形成治Ffとオスマン侃・|時 近代l川際体系の鋭、人

J'H泌のIf}倹;.t

制)1 俊 q tjn A、・J!Lt ' !JJ，IJiにおける京地中rI，jflt~:V;ゅの~f;
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!I.:総 長宅島

幼Jlli i土ill.!.

200 1 '."'!r 

氏名

佐藤庁指

f I J:f!，l) .同民同友」崎 宏ロッコとヨルダンの・IJ例

~~q: . IlH允 ・伝統 ヒマラヤ山地民社会のグローパル化とロー

カル{ヒ

イスマーイール派r1iß~.'J.I.;包!とその!J.tt!.l史的IJ~mJ

研究 β!也

作11:・IlH1t・伝統 ヒマラヤIllt由民社会のグローパル化とロー

カル化

r(1川 必 n IJ，IJ "114u:;[1<]家」ぬ ーモロ ッコとヨルダンの。I1f抑l

~.u~(総Jl:)u]' ，'，山I'lL)休明の形成泊犯と '.tスマン帝[1<1 

UdJ十 俊 '1'1 1 よ ・ ..[llt初政における拠地IIJifrjl世界~rトの変øi:

的地 i主也 イス Jーイールi原点。13!と1氾!とその恕怨史的似IlH

Jillll 将人

l;(イ、徹

111 1:資料から見た1(1Ll<j内Jlli• . I，'，J ** fl~造の成、'，.過f'r!!こついての研

ft 

III U: {:資料による lJIltEtltl和ii系統の~l)L

7. 栴外とのlヌi，1}の寄附 ・交換

討。外の研究殿|艮!と， r見itT:文化研究所紀攻J，r点作文化“， rセン?ー躍 JlJj，

r lUJ lIの!.lü下'下』ちの ~..:研究所プ'ti j'の|司lJ;のhif附および交換金行っている。寄附

および交換先r!33か|礼 218機関iこ及んでいる。なお. Ikj，1，jに勺いとは293機

関ととt謄 ・ 公j焚~.i i .)ているc

W 副f冗.rmì，fo~'" 69 


